
安藤香織　善光寺式阿弥陀三尊絵像に関する試論─徳川本を起点に─

図7　徳川本　観音菩薩 臂釧部分

図10　徳川本　光背 唐草部分 図8　徳川本　光背 化仏部分

図9　徳川本　方座 上面部分

加藤祥平　狩野探幽周辺の戯画製作について─徳川美術館蔵本を中心に─

図1　徳川本 上1 正月風景

図2　徳川本 上7 西行の兎殺



加藤祥平　狩野探幽周辺の戯画製作について─徳川美術館蔵本を中心に─

図3-1　徳川本 下1 大黒や天狗らの武術

図3-2　徳川本 下1 

図3-3　徳川本 下1 

薄田大輔　狩野典信にみる江戸狩野派の探幽学習─狩野典信筆「西湖図」を中心に─

図1　狩野典信筆　西湖図　徳川美術館蔵　

図1-2　同上　部分
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概
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収
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場
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の
登
場
人
物
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典
拠
と
主
題
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分
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戯
画
図
巻
諸
本
の
比
較
検
討

四　

戯
画
図
巻
の
祖
本
筆
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作
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い
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結　
　
　

語

　
　
　

緒　
　
　

言

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房
に
、
鉄
炮
を
構
え
る
白
衣
観
音
、
カ
ル
タ
に
ふ
け
る
孔

子
や
文
殊
菩
薩
。
時
代
の
異
な
る
道
釈
人
物
や
日
本
の
古
典
文
学
・
説
話
・
史
実
で
知

ら
れ
る
人
物
た
ち
を
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
文
脈
を
揶
揄
・
転
換
し
た
主
題
の
元
で
組

み
合
わ
せ
描
く
「
戯
画
図
巻
」
と
も
言
う
べ
き
作
品
群
が
あ
る
。
狩
野
派
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
「
戯
画
図
巻
」
は
、
こ
れ
ま
で
似
た
内
容
を
持
つ
作
例
が
複
数
点
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
幾
度
か
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、「
戯
画
図
巻
」
は

能
や
狂
言
・
誹
諧
・
狂
歌
と
い
っ
た
武
家
の
教
養
文
化
の
影
響
下
、
狩
野
派
内
で
粉
本

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
定
型
の
図
様
に
ひ
ね
り
を
加
え
生
ま
れ
た
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
「
戯
画
図
巻
」
の
内
、
作
者
あ
る
い
は
伝
称
作
者
と

し
て
最
も
遡
り
う
る
の
は
、
狩
野
安
信（
一
六
一
四
〜
八
五
）の
門
人
で
あ
り
黒
田
家
御

用
絵
師
の
狩
野
昌
運（
一
六
三
七
〜
一
七
〇
二
）、
あ
る
い
は
京
狩
野
家
三
代
目
の
狩
野
永

納（
一
六
三
一
〜
九
七
）で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
原
本
筆
者
を
狩
野
探
幽（
一
六
〇
二
〜
七
四
）と
す
る
未
紹
介
の
尾
張
徳

川
家
伝
来
の
模
本
「
化
物
絵
」（
徳
川
美
術
館
蔵
、以
下
、「
徳
川
本
」
と
略
称
す
る
）を
中
心
に
、

「
戯
画
図
巻
」
に
収
録
さ
れ
る
画
面
の
主
題
と
「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
筆
者
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
。

（
1
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
〇

上5　空海と文覚の足相撲上6　鷲に運ばれる風神 上4　懶瓚の蛤焼

上9　蜘蛛の巣にかかる費長房 上8　張果老と虹吹きモグラ

上11　韋駄天の凧揚げ

上2　孔明と一寸法師の曲技 上1　正月風景 挿図1─1　徳川本　上巻



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
一

上6　鷲に運ばれる風神上7　西行の兎殺

上10　鶯と蛙の歌合と通円・楽阿弥

上12　白衣観音の射撃

上3　蛙の舞楽



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
二

上14　善導大師と鯰上15　普賢菩薩の鵜飼漁

下1　大黒や天狗らの武術、仁王と地蔵菩薩の相撲 挿図1─2　徳川本　下巻

下2　雙六とカルタの賭博

上13　福禄寿の龍釣



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
三

上16　阿弥陀如来らの漁

上17　阿難たちの酒宴



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
四

下14　浄瑠璃御前とをくり

下10　日蓮と法然の腕相撲下11　蟹に挟まれる雷神

下8　乙御前の行列 下7　翁

下4　隠元の蜘蛛舞 下3　不動明王の逆立ち

下6　弁慶と一寸法師



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
五

下15　網にかかる琴高仙人

下13　六祖・天神らの風流踊 下12　迦陵頻伽と鳥さし

下9　龐居士一家と太公望の蜻蛉釣

下5　猩々・酒呑童子らの酒宴



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
六

　
　
　

一　

徳
川
本
の
作
品
概
要

ま
ず
、
徳
川
本
の
基
本
情
報
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
材
質
は
紙
本
淡
彩
、
形
状
は

巻
子
装
、
表
装
は
表
紙
を
墨
流
楮
紙
、
見
返
を
切
箔
金
砂
子
撒
楮
紙
と
し
、
軸
は
桐

木
地
溜
塗
角
寸
切
、
巻
緒
は
白
萌
黄
地
の
啄
木
紐
で
あ
る
。
箱
は
杉
二
方
桟
蓋
造
で
、

蓋
表
に
「
探
幽
筆
之
写　

化
物
繪　

二
巻
」
と
あ
り
、
蓋
裏
に
は
四
枚
の
紙
札
が
貼

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
別
ロ
印［
ろ
印
六
］」・「［
三
］二
十［
人
］」・「［
二
番
］拾
八
番
」・

「［
人
拾
八
号
］」
と
墨
書
さ
れ
る（［　
］内
は
朱
書
）。
現
在
徳
川
美
術
館
に
遺
る
尾
張
徳

川
家
蔵
帳
の
内
、
十
二
代
斉
荘（
一
八
一
〇
〜
四
五
）ご
ろ
の
当
主
の
私
的
所
有
作
品
を

ま
と
め
た
と
さ
れ
る
「
御
側
御
道
具
帳
」（
什
器
旧
原
簿
第
三
号
）の
「
艮（
櫓
）三
番
二
十
」

に
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
後
期
に
は
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
国
宝　

徳
川
美
術
館

蔵
）や
、「
歌
舞
伎
図
巻
」（
重
要
文
化
財　

同
蔵
）、「
元
和
御
成
之
記
」（
同
蔵
）な
ど
と
と

も
に
、
名
古
屋
城
二
之
丸
の
艮

う
し
と
ら（

東
北
）櫓
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

二
巻
で
構
成
さ
れ
、
上
下
巻
の
区
別
を
示
す
書
付
な
ど
は
な
い
が
、
近
年
で
は
便
宜
的

に
正
月
風
景
を
巻
頭
に
置
く
巻
を
上
巻
と
し
て
展
示
・
保
管
し
て
き
た
。
法
量
は
上
巻

が
本
紙
縦
三
六
・
三
糎
、
長
一
三
三
九
・
〇
糎
、
下
巻
が
本
紙
縦
三
六
・
四
糎
、
長

一
三
二
四
・
七
糎
で
あ
る
。

款
記
・
印
章
は
な
い
も
の
の
、
箱
書
は
十
七
世
紀
に
お
い
て
狩
野
派
の
画
風
を
一
変

さ
せ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
繁
栄
し
た
狩
野
派
の
経
営
基
盤
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
狩

野
探
幽
を
原
本
筆
者
と
し
て
伝
え
る
。

裏
打
ち
を
一
層
施
し
た
簡
易
な
装
丁
と
な
っ
て
お
り
、
短
い
間
隔
で
継
が
れ
た
料
紙

や
著
色
を
指
示
す
る
書
き
込
み
、
文
様
を
省
略
し
て
描
い
た
様
子
な
ど
か
ら
、
粉
本
と

し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
半
の
人
物
の
横
に
人
物
名
が
墨
書
さ
れ
て

お
り
、
人
物
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
掲
げ
る
「
戯
画
図

巻
」
諸
本
の
内
、
粉
本
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
本
画
と
し
て
描
か
れ

た
作
品
で
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
戯
画
図
巻
」
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。
ま

た
、
土
坡
や
雲
・
流
水
等
の
背
景
に
、
場
面
が
変
わ
る
料
紙
の
継
ぎ
目
で
途
切
れ
る
箇

所
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
料
紙
二
〜
四
枚
ご
と
に
継
い
で
か
ら
描
か
れ
、
後
に
巻
子

装
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
部
の
場
面
の
左
上
部
の
紙
継
際
に
は
順
序
を
示
す
と

思
わ
れ
る
漢
数
字
や
記
号
が
墨
書
さ
れ
る
が
、
欠
損
や
紙
継
の
際
の
重
な
り
な
ど
に
よ

り
全
て
の
場
面
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
状
の
順
序
に
沿
っ
て
連
続
す
る
漢
数

字
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
錯
簡
あ
る
い
は
部
分
的
な
欠
失
が
生
じ
て
い
る
と
判
る
。
筆

致
は
数
手
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
原
本
の
筆
致
を
留
め
よ
う
と

し
た
意
識
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　

二　

徳
川
本
の
収
録
場
面
と
主
題
分
類

　
　
　
　
　
（
一
）各
場
面
の
登
場
人
物
の
典
拠
と
主
題

次
に
徳
川
本
に
収
録
さ
れ
る
三
十
二
場
面（
挿
図
1
）に
つ
い
て
、
登
場
人
物
の
典
拠

と
場
面
の
主
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
徳
川
本
は
「
戯
画
図
巻
」
諸
本
の
な
か
で
最
も

収
録
場
面
が
多
く
、
ま
た
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
場
面
で
も
補
足
す
べ
き
内
容
等
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
石
田
佳
也
氏
お
よ
び
郷
司
泰
仁
氏
の
解
釈
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、
左
の

と
お
り
登
場
人
物
の
典
拠
と
場
面
の
主
題
を
検
討
し
た
。

な
お
、［　

］内
の
上
・
下
と
数
字
は
、
巻
と
そ
の
内
の
収
録
順
を
示
す
。
典
拠
に
関

し
て
は
、
場
面
の
主
題
選
択
と
登
場
人
物
の
典
拠
が
関
わ
る
場
合
に
限
り
、
適
宜
掲
げ

た
。
動
物
や
虫
に
つ
い
て
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」（
国
宝　

高
山
寺
蔵
）や
「
十
二
類
絵

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
七

巻
」（
個
人
蔵
ほ
か
）な
ど
の
先
例
が
あ
り
、
主
題
に
積
極
的
に
関
わ
る
と
い
う
よ
り
も
滑

稽
さ
を
引
き
立
て
る
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
石
田
氏
に
よ

る
指
摘
に
則
り
、
特
に
主
題
に
関
わ
ら
な
い
限
り
検
討
は
不
要
と
し
た
。

　
　
［
上
1
］　

正
月
風
景（
図
1
）

正
月
飾
り
の
門
前
を
、
ぶ
り
ぶ
り
を
曳
い
た
栗
鼠
と
亀
や
、
羽
子
板
に
興
じ
る
白
手

長
猿
、
手
に
し
た
ぶ
り
ぶ
り
に
戯
れ
る
黒
手
長
猿
、
破
魔
弓
を
手
に
し
た
蟷
螂
、
地
面

で
口
を
開
け
る
蝙
蝠
が
祝
賀
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
て
い
る
。
そ
の
横
を
中
啓
を
持
っ

た
日
本
猿
と
小
鼓
を
持
っ
た
猫
の
萬
歳
が
通
り
過
ぎ
る
。

巻
頭
を
飾
る
の
は
、
正
月
の
風
景
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
絵
画
に
お
い
て
正
月

風
景
を
描
い
た
作
品
で
は
、
伝
土
佐
光
吉
筆
「
十
二
ヶ
月
風
俗
図
帖
」（
重
要
文
化
財　

山
口
蓬
春
記
念
館
蔵
）や
、「
十
二
ヶ
月
風
俗
図
巻
」（
個
人
蔵
）、
伝
狩
野
吉
信
筆
「
京
風
俗

十
二
ヶ
月
図
巻
」（
個
人
蔵
）な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
月
次
絵
」
と
よ
ば
れ
る
作
品
が
想
起

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
描
か
れ
る
、
ぶ
り
ぶ
り
に
戯
れ
る
子
供
や
門
前
に
や
っ
て
く
る
萬

歳
が
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
以
来
の
擬
人
化
表
現
の
伝
統
下
、
動
物
主
体
に
描
か
れ
て

い
る
。
主
題
自
体
は
古
典
画
題
と
い
う
よ
り
も
近
世
初
期
風
俗
画
に
近
し
く
、
同
時
代

の
風
俗
を
絵
画
化
す
る
立
場
か
ら
描
か
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
［
上
2
］　

孔
明
と
一
寸
法
師
の
曲
技

文
房
具
飾
り
の
机
を
背
に
諸
葛
孔
明（
一
八
一
〜
二
三
四
）が
枕
返
し
の
曲
技
を
行
い
、

並
ん
で
一
寸
法
師
が
筑
子（
小
切
子
）と
豆
の
手
品
の
曲
技
を
す
る
。

枕
返
し
は
、
正
徳
年
間（
一
七
一
一
〜
一
六
）刊
行
の
寺
島
良
安
著
『
和
漢
三
才
図
會
』

巻
十
六
「
弄
丸
」
に
、
積
み
重
ね
た
木
枕
十
個
を
一
本
の
柱
の
よ
う
に
扱
っ
た
り
、
部

分
を
抜
き
取
っ
た
り
す
る
雑
技
で
あ
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
る
。
枕
返
し
は
江
戸
時
代
以

前
に
は
な
く
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
四
四
）に
京
都
で
善
次
郎
と
武
蔵
と
い
う
人
物
が

演
じ
た
の
を
端
緒
と
し
、
正
保
年
間（
一
六
四
五
〜
四
八
）に
は
江
戸
堺
町
で
の
興
行
が

始
ま
り
、
寛
文
か
ら
延
宝
年
間（
一
六
六
一
〜
八
一
）に
か
け
て
三
都
に
広
ま
っ
た
と
い

う
。手

品
と
は
室
町
時
代
に
散
楽
か
ら
発
展
し
た
庶
民
芸
能
で
あ
る
放
下
の
一
種
で
あ

る
。
放
下
の
内
容
は
品
玉
や
手
鞠
と
い
っ
た
曲
技
に
幻
戯
を
加
え
、
小
切
子（
筑
子
）を

回
し
鳴
ら
し
た
、
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
大
道
芸
に
あ
た
る
。
そ
の
流
行
は
、「
七
十
一

番
職
人
歌
合
」
に
放
下
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
放
下
に
扮
し
た
兄
弟
が
仇
討
ち
を

果
た
す
能
「
放
下
僧
」
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
放

下
の
内
、
物
を
手
玉
の
よ
う
に
扱
う
芸
が
手
品
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、

本
場
面
の
一
寸
法
師
の
よ
う
に
、
小
切
子
と
鎌
、
豆
な
ど
を
扱
う
芸
は
「
文
織
」
と
よ

ば
れ
た
。

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
曲
技
を
孔
明
と
一
寸
法
師
が
演
じ
て
い
る
の
か
。
孔
明
に
つ

い
て
は
、
石
田
氏
が
「
出
師
表
を
作
っ
た
こ
と
で
名
高
く
、
古
来
武
人
の
尊
崇
の
的
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
諸
葛
孔
明
が
ま
ず
先
の
場
面
に
登
場
す
る
こ
と
は
武
家
を
享
受

者
に
想
定
す
れ
ば
実
に
ふ
さ
わ
し
い
選
択
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、一
寸
法
師
は
、

お
伽
草
子
の
英
雄
譚
の
主
人
公
が
想
起
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
「
小
男
の
草
子
」（
国
文

学
研
究
資
料
館
蔵
）の
直
垂
姿
な
ど
武
家
装
束
で
描
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
場
面
で
描

か
れ
る
小
袖
姿
は
あ
ま
り
適
さ
な
い
。
孔
明
が
、
朱
舜
水
賛
・
狩
野
探
雪
筆
「
諸
葛
亮

図（
漢
五
傑
像
の
内
）」（
前
田
育
徳
会
蔵
）な
ど
の
江
戸
初
期
狩
野
派
に
よ
る
絵
画
作
品
と
同

様
の
頭
巾
と
羽
毛
扇
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
本
場
面
中
の
一
寸
法

師
は
、
説
話
上
の
人
物
と
し
て
で
は
な
く
、
同
時
代
風
俗
の
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
十
「
侏
儒　

俗
云
一
寸
法
師
」
に
は
、延
宝

年
間（
一
六
七
三
〜
八
一
）に
当
時
三
十
歳
の
甫
春
と
い
う
身
長
二
尺
足
ら
ず
の
人
物
が

い
た
と
あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
は
、
当
時
見
世
物
と
し
て
三
都
の
興
行
で
好
評
を
博
し

た
よ
う
で
あ
る
。
本
場
面
に
は
、
十
七
世
紀
後
半
の
市
井
を
賑
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
見

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
八

世
物
の
場
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

　
［
上
3
］　

蛙
の
舞
楽

薄
や
菊
・
藤
袴
と
い
っ
た
秋
草
が
鮮
や
か
に
彩
る
広
野
の
中
、
蛙
た
ち
に
よ
る
演
奏

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
大
太
鼓
・
篳
篥
・
笙
・
箏
・
琵
琶
・
龍
笛
・
鞨
鼓
・
三
ノ
鼓
と

い
っ
た
よ
う
に
三
管
・
三
鼓
・
二
絃
が
揃
い
、
中
央
で
は
鳥
甲
を
被
っ
た
蛙
の
舞
人
が

扇
を
広
げ
、
一
団
の
脇
か
ら
一
匹
の
狸
が
そ
れ
を
見
守
る
。

主
人
公
の
蛙
は
、
本
場
面
が
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
示

す
が
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
の
作
例
に
蛙
が
雅
楽
を
演
奏
す
る
場
面
は
な
い
。
石
田
氏

は
、
舞
楽
と
い
う
場
面
が
描
か
れ
た
理
由
に
、
舞
楽
が
幕
府
の
儀
式
で
演
じ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
探
幽
や
狩
野
安
信（
一
六
一
四
〜
八
五
）ら
狩
野
派
に
「
舞
楽
図
屏
風
」
な

ど
の
作
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
［
上
4
］　

懶
瓚
の
蛤
焼

蛙
た
ち
に
よ
る
舞
楽
が
添
え
ら
れ
た
儀
式
か
ら
抜
け
出
し
た
の
か
、
束
帯
姿
に
太
刀

を
佩
い
た
狐
が
画
面
左
を
向
き
立
っ
て
い
る
、
懶
瓚（
生
歿
年
未
詳
）が
蛤
を
焼
く
。

唐
時
代
、
十
二
代
皇
帝
徳
宗（
七
七
九
〜
八
〇
五
）か
ら
参
政
を
求
め
遣
わ
さ
れ
た
使

者
に
対
し
て
、
芋
を
焼
き
食
い
な
が
ら
地
位
へ
の
無
関
心
を
語
っ
た
懶
瓚
の
説
話
は
、

『
碧
巌
録
』
第
三
十
四
則�

頌
の
評
唱
に
収
録
さ
れ
、
禅
画
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
狩
野

一
溪
重
良
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
元
和
九
年（
一
六
二
三
）の
跋
文
を
も
つ
画
題
集
『
後
素

集
』
に
も
含
ま
れ
た
好
画
題
で
あ
る
。
本
場
面
で
は
、
そ
の
懶
瓚
が
芋
で
は
な
く
蛤
を

焼
い
て
お
り
、
傍
ら
に
は
魚
を
盛
っ
た
皿
が
置
か
れ
る
。
禅
画
題
の
典
拠
を
部
分
的
に

代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
表
現
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
［
上
5
］　

空
海
と
文
覚
の
足
相
撲

鎌
倉
幕
府
八
代
執
権
北
条
時
宗（
一
二
五
一
〜
八
四
）立
ち
会
い
の
も
と
、
空
海（
七
七
四

〜
八
三
五
）と
文
覚（
一
一
三
九
〜
一
二
〇
三
）が
臑
の
内
側
を
押
し
付
け
合
っ
て
い
る
。
空

海
の
傍
ら
に
は
三
鈷
杵
と
三
鈷
鈴
が
転
が
り
、
文
覚
は
払
子
を
手
に
し
て
い
る
。

正
徳
二
年（
一
七
一
二
）の
跋
文
を
も
ち
、
享
保
六
年（
一
七
二
一
）に
刊
行
さ
れ
た
林
守

篤
著
『
画
筌
』
巻
五
に
も
同
様
の
趣
向
の
図
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
臑
推
之
戯（
す
ね

を
し
の
た
は
む
れ
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
臑
を
押
し
て
力
を
競
べ
る
足
相
撲
が
主
題
と

判
る
。
石
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
様
の
力
競
べ
の
遊
戯
で
あ
る
「
首
引
き
」
や

「
腕
押
し
」
が
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
や
狂
言
「
首
引
」
に
み
ら
れ
、
時
代
が
異
な
る
人

物
に
力
競
べ
を
さ
せ
る
趣
向
は
戯
画
の
特
色
と
言
え
、
本
場
面
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

な
お
、
空
海
と
文
覚
は
互
い
に
全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
と
も
に
神
護
寺
に
接
点
を

持
つ
。
空
海
は
当
時
和
気
氏
の
私
寺
で
あ
っ
た
高
雄
山
寺
に
住
し
、
文
覚
は
後
白
河
法

皇
や
源
頼
朝
ら
の
援
助
を
得
て
神
護
寺
を
再
興
し
て
い
る
。
単
に
無
関
係
な
人
物
が
組

み
合
わ
さ
れ
て
、
戯
画
よ
ろ
し
く
力
競
べ
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
史
実
が
元
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　
［
上
6
］　

鷲
に
運
ば
れ
る
風
神

風
神
が
鷲
に
腰
帯
を
掴
ま
れ
な
が
ら
両
手
で
風
袋
の
口
を
開
け
、
勢
い
よ
く
風
を
吹

か
せ
る
。
風
下
に
は
、
風
神
の
身
に
つ
け
て
い
た
一
条
の
天
衣
が
た
な
び
い
て
い
る
。

後
に
掲
げ
る
狩
野
永
納
筆
「
滑
稽
図
絵
巻
」（
個
人
蔵
）に
も
同
様
の
場
面
が
収
録
さ

れ
、
五
十
嵐
公
一
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
場
面
に
は
「
執
金
剛
神
縁
起
絵

巻
」（
東
大
寺
蔵
）の
影
響
が
見
出
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
上
巻
第
二
段
で
の
ち
に
東
大
寺

初
代
別
当
と
な
る
幼
少
の
良
弁（
六
八
九
〜
七
七
四
）が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

良
弁
は
仰
向
け
で
さ
ら
わ
れ
、
鷲
の
姿
も
徳
川
本
ほ
か
「
戯
画
図
巻
」
諸
本
に
そ
の
ま

ま
用
い
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
本
場
面
の
諧
謔
表
現
が
い
わ
ゆ
る
古
絵
巻
の
図

様
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
［
上
7
］　

西
行
の
兎
殺（
図
2
）

（
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）

（
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（
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）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
九

富
士
を
背
景
に
、
薄
や
萩
の
秋
草
の
中
、
猿
や
狐
、
兎
が
駆
け
、
そ
の
向
か
う
先
で

西
行（
一
一
一
八
〜
九
〇
）が
仰
向
け
に
し
た
兎
の
首
に
数
珠
を
か
け
る
。

『
新
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
中
に
収
録
さ
れ
る
西
行
の
和
歌
「
風
に
な
び
く
富
士
の
け

ぶ
り
の
空
に
消
え
て
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な
」
を
基
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
富

士
見
西
行
が
主
体
と
な
っ
た
場
面
と
言
え
る
。
し
か
し
、
西
行
は
富
士
に
目
も
く
れ
ず

仰
向
け
に
し
た
兎
に
跨
が
り
、
数
珠
を
兎
の
首
に
か
け
今
に
も
絞
め
殺
そ
う
と
し
て
い

る
。
も
が
く
兎
に
対
し
て
、
西
行
の
顔
に
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
そ
の
残
忍
さ
を
際
立
た

せ
て
い
る
。
西
行
が
富
士
を
見
て
い
な
い
だ
け
で
も
諧
謔
味
が
成
り
立
つ
分
、
西
行
の

典
拠
の
一
つ
で
あ
る
和
歌
の
翻
意
が
本
場
面
の
主
意
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
兎
が
手

を
か
け
ら
れ
る
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
食
用
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
場
面
の
主
題

を
狩
猟
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
た
め
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　
［
上
8
］　

張
果
老
と
虹
吹
き
モ
グ
ラ

唐
六
代
皇
帝
玄
宗（
七
一
二
〜
五
六
）期
の
仙
人
張
果
老（
生
歿
年
未
詳
）が
猪
に
乗
り
、

大
き
な
瓢
簞
か
ら
太
刀
を
佩
い
た
魚
を
吹
き
出
す
。
魚
は
、
地
中
か
ら
顔
を
出
し
た
モ

グ
ラ
の
噴
き
出
す
虹
に
交
差
す
る
。

張
果
老
は
、
北
宋
時
代
に
成
立
し
た
『
太
平
廣
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
瓢

簞
か
ら
駒
」
の
説
話
の
応
用
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
が
、
駒
の
代
わ
り
に
出
た
魚

が
太
刀
を
佩
い
て
い
る
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
。

一
方
、
虹
を
吐
き
出
す
モ
グ
ラ
に
は
直
接
的
な
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
い
。
虹

に
つ
い
て
の
江
戸
時
代
の
認
識
を
た
ど
れ
ば
、『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
三
「
虹
蜺
」
の

項
で
は
、
虹
の
仕
組
み
と
伝
承
に
つ
い
て
、
虹
が
水
を
吸
う
と
い
う
伝
説
を
紹
介
し

た
後
に
、
虹
が
日
光
を
反
射
し
て
で
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
伝
説
を
否
定
し
て

い
る
。
続
け
て
、
明
代
に
鎦
績
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
霏
雪
録
』
か
ら
虹
を
吐
き
出
す

蝦
蟇
の
説
話
を
紹
介
し
、
私
見
と
し
て
蝦
蟇
と
虹
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら

（
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）

（
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）
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）

に
、『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
三
十
九
の
「
鼢

う
こ
ろ
も
ち」（

モ
グ
ラ
）の
項
に
は
、
モ
グ
ラ
は
太
陽
や

月
の
光
を
浴
び
る
と
死
ん
で
し
ま
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
虹
を
吐
く
モ
グ
ラ
は
蝦
蟇
が
虹
を
吐
く
と
い
う
伝
承
に
擬
え
ら
れ
て
お

り
、
蝦
蟇
の
代
わ
り
に
、
日
の
下
に
出
ら
れ
ず
虹
と
は
本
来
同
じ
空
間
を
共
有
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
モ
グ
ラ
が
選
ば
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

　
［
上
9
］　

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房

樹
の
幹
と
枝
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
後
漢
の
仙
人
費
長
房（
生
歿
年
未

詳
）。
乗
っ
て
い
た
鶴
は
蜘
蛛
の
巣
に
脚
を
取
ら
れ
、
費
長
房
の
持
っ
て
い
た
経
巻
が

落
ち
広
が
る
。

中
本
大
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
費
長
房
は
元
来
中
国
の
文
献
に
飛
行
す
る
仙
人
と

し
て
は
記
述
さ
れ
ず
、
鶴
に
乗
っ
た
と
さ
れ
る
王
子
喬
や
丁
令
威
な
ど
の
仙
人
と
の
交

錯
に
よ
っ
て
、
鶴
に
乗
っ
た
仙
人
と
し
て
図
像
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
鶴
に
乗
っ
た
費
長

房
の
図
像
は
、
既
に
室
町
時
代
後
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
日
本
の
文
献
で

は
、
費
長
房
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
第
十
二
話
に
飛
行
の
術
を
体
得
し
た
仙
人
と
し

て
記
さ
れ
、『
曽
我
物
語
』
巻
一
「
費
長
房
が
事
」
や
説
教
節
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
に

よ
う
や
く
鶴
に
乗
っ
た
仙
人
と
し
て
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

本
場
面
は
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
「
若
い
女
の
脛
を
見
て
神
通
力
を
失
い
墜
落
し
た
久

米
仙
人
の
伝
説
」
が
着
想
に
つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
久
米
仙
人
の

こ
の
説
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
第
二
十
四
話
「
久
米
仙
人
始
造
久
米
寺
語
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
お
な
じ
く
『
今
昔
物
語
集
』
に
記
さ
れ
る
費
長
房
に
対
し
て
、
本

場
面
で
久
米
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

　
［
上
10
］　

鶯
と
蛙
の
歌
合
と
通
円
・
楽
阿
弥

満
開
に
咲
き
誇
る
桜
と
松
の
下
を
流
れ
る
遣
水
を
追
っ
て
い
く
と
、
大
き
な
御
殿
が

建
っ
て
い
る
。
御
殿
の
広
間
で
は
、
中
央
で
蛙
と
鶯
が
向
か
い
合
い
、
牛
若
丸（
源
義

（
20
）

（
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）

（
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
〇

経　

一
一
五
九
〜
八
九
）・
乙
御
前
・
西
王
母
・
蒼
頡
が
そ
れ
を
取
り
囲
む
。
縁
側
に
は
、

梅
枝
を
手
に
し
た
林
和
靖（
九
六
七
〜
一
〇
二
八
）、
菊
枝
を
手
に
し
た
陶
淵
明（
三
六
五
〜

四
二
七
）、
唐
銅
花
生
に
活
け
ら
れ
た
蓮
を
見
つ
め
る
周
茂
叔（
一
〇
一
七
〜
七
三
）、
鉢

に
植
え
ら
れ
た
蘭
を
傍
ら
に
置
く
黄
山
谷（
一
〇
四
五
〜
一
一
〇
五
）、
山
羊
を
連
れ
た
蘇

武（
生
年
未
詳
〜
前
六
〇
）が
坐
る
。
奥
の
小
間
で
は
、
笛
を
吹
く
楽
阿
弥
に
、
通
円
が
風

炉
の
前
で
茶
を
点
て
よ
う
と
す
る
。

石
田
氏
は
、
広
間
の
様
子
を
単
に
歌
会
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
中
央
の
鶯

と
蛙
の
組
み
合
わ
せ
に
注
目
し
た
い
。
蛙
と
鶯
は
、『
曽
我
物
語
』
巻
五
「
五
郎
が
情

か
け
し
女
出
家
の
事
」
の
一
節
に
お
い
て
、
歌
を
詠
む
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
く
だ
り
は
『
古
今
和
歌
集
』「
仮
名
序
」
の
「
花
に
な
く
う

ぐ
ひ
す
、
水
に
す
む
か
は
づ
の
こ
ゑ
を
き
け
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か

う
た
を
よ
ま
ざ
り
け
る
。」
が
元
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
曽
我
物
語
』
巻

五
「
鶯
と
蛙
の
歌
の
事
」
で
は
、
鶯
と
蛙
が
和
歌
を
詠
ん
だ
説
話
を
伝
え
て
い
る
。
江

戸
時
代
を
通
じ
て
親
し
ま
れ
た
画
題
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る［
下
1
］仁
王
と
地
蔵
菩
薩

の
相
撲
に
も
関
連
が
う
か
が
え
る
『
曽
我
物
語
』
が
参
考
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

つ
ま
り
、
本
場
面
の
主
題
は
蛙
と
鶯
の
歌
合
で
あ
り
、
そ
れ
を
牛
若
丸
・
乙
御
前
・

西
王
母
が
見
守
り
、
黄
帝
に
仕
え
漢
字
を
発
明
し
た
と
い
う
蒼
頡
が
巻
子
に
記
録
を
と

る
、
と
い
う
構
成
と
判
る
。
さ
ら
に
縁
側
と
い
う
一
歩
引
い
た
位
置
か
ら
、
四
愛
の
四

詩
人
、
石
川
丈
山
と
林
羅
山
に
よ
っ
て
撰
ば
れ
た
三
十
六
詩
仙
の
一
人
蘇
武
と
い
っ
た

中
国
漢
詩
人
た
ち
が
見
守
る
の
は
、
分
野
の
異
な
る
和
歌
の
歌
合
で
あ
る
が
故
な
の
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
主
題
で
あ
る
歌
合
と
蛙
・
鶯
以
外
の
登
場
人
物
の
関
連
性
は
高
い
と

は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
、
歌
合
を
主
題
と
し
て
詩
歌
に
関
連
す
る
典
拠
の
あ
る
動
物
や

人
物
を
選
び
、
群
像
的
な
表
現
を
成
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

奥
の
小
間
の
通
円
と
楽
阿
弥
に
つ
い
て
は
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
「
尺
八
を
吹
き
死
に

し
た
楽
阿
弥
と
、
茶
を
点
て
死
に
し
た
通
円
と
い
う
、
い
ず
れ
も
舞
狂
言
で
あ
る
と
い

う
共
通
性
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
狂
言
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
［
上
11
］　

韋
駄
天
の
凧
揚
げ

韋
駄
天
が
宝
棒
を
置
き
凧
を
揚
げ
る
の
を
横
目
に
、
捷
疾
鬼
が
仏
舎
利
を
持
ち
去
ろ

う
と
す
る
。
韋
駄
天
の
持
物
で
あ
る
金
剛
杵
は
、
地
面
に
転
が
っ
て
い
る
。

若
那
跋
陀
羅
訳
『
大
般
涅
槃
經
後
分
』「
大
般
涅
槃
經
聖
軀
廓
潤
品
第
四
」
に
記
さ

れ
る
、
釈
迦
の
入
滅
後
、
帝
釈
天
が
天
上
に
仏
塔
を
建
て
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
二
人
の

捷
疾
鬼
が
そ
の
仏
牙
舎
利
を
奪
っ
て
逃
げ
た
、
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
こ
の
説
話
か
ら

発
展
し
た
、
捷
疾
鬼
か
ら
韋
駄
天
が
仏
牙
舎
利
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
俗
説
が
、
本
場

面
の
基
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
太
平

記
』
に
も
こ
の
俗
説
は
含
ま
れ
て
お
り
、
能
「
舎
利
」
で
は
仏
舎
利
を
拝
む
旅
僧
の
前

で
、
捷
疾
鬼
と
韋
駄
天
の
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
る
。
既
に
石
田
氏
が
指
摘
す
る
と
お

り
、
狩
野
探
幽
筆「
韋
駄
天
図（
学
古
帖
の
内
）」（
個
人
蔵
）に
も
描
か
れ
る
画
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
場
面
で
は
韋
駄
天
が
凧
揚
げ
に
夢
中
と
な
り
、
捷
疾
鬼
が
ま
ん
ま
と

仏
舎
利
を
持
ち
去
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
凧
揚
げ
は
、
当
時
「
紙い

か
の
ぼ
り鳶

」
と
呼
ば
れ

『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
十
七
「
紙
鴟
」　

に
は
、
正
月
の
子
供
の
遊
び
で
あ
り
つ
つ
、
大

人
に
も
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

本
場
面
は
、
登
場
人
物
の
典
拠
に
当
時
の
遊
び
を
組
み
合
わ
せ
て
創
作
さ
れ
て
い
る
。

　
［
上
12
］　

白
衣
観
音
の
射
撃

瀑
布
を
背
景
に
白
衣
観
音
が
火
縄
銃
を
構
え
、
龍
女
が
火
縄
を
持
ち
侍
る
。
白
衣
観

音
の
構
え
る
火
縄
銃
の
火
ば
さ
み
に
仕
組
ま
れ
た
火
縄
と
龍
女
が
息
を
吹
き
か
け
火
を

保
と
う
と
す
る
火
縄
の
先
端
は
、
朱
が
塗
ら
れ
火
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
。
龍
女
の
足
下

に
は
、
発
射
薬
と
弾
を
容
れ
る
胴
薬
入
・
玉
袋
が
描
か
れ
て
い
る
。
標
的
近
く
で
は
幣

（
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（
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）
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
一

の
よ
う
な
物
を
持
っ
た
木
菟
が
見
守
る
。
標
的
の
裏
に
は
白
梅
が
植
わ
っ
て
い
る
。

観
音
が
火
縄
銃
を
撃
つ
と
い
う
本
場
面
は
、
石
田
氏
が
「
ま
さ
し
く
意
表
を
突
く
組

合
せ
で
あ
り
、
全
巻
を
通
じ
て
も
そ
の
落
差
が
鑑
賞
者
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
る
」
と

言
及
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
く
の
創
造
に
よ
る
作
図
で
は
な
い
。

「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
甲
巻
に
は
、
兎
と
蛙
が
賭
弓
に
興
じ
る
様
が
描
か
れ
て
お
り
、

絵
巻
の
中
で
的
が
先
に
現
れ
て
来
る
こ
と
も
、「
戯
画
図
巻
」
と
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」

と
の
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
、
本
場
面
は
、
江
戸
時
代
の
大
名
家
等
で
行

わ
れ
て
い
た
射
撃
の
鍛
錬
が
直
接
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
射
撃
は
、
一
町（
百
九
米
）

以
上
の
遠
距
離
射
撃
「
町
打
ち
」
に
対
し
て
、
標
的
と
の
距
離
を
通
例
十
五
間
取
っ
た

「
角
場
」
と
い
う
射
撃
場
で
行
わ
れ
た
た
め
、「
角
場
打
ち
」
と
称
さ
れ
た
。「
角
」
と

称
さ
れ
た
標
的
は
、
通
例
八
寸（
二
十
四
糎
）四
方
の
白
地
の
四
角
の
中
心
に
「
星
」
と

（
32
）

よ
ば
れ
た
直
径
二
寸（
六
糎
）の
黒
点
を
描
き
、
割
竹
に
挟
ん
で
立
て
ら
れ
た
。
元
禄
三

年（
一
六
九
〇
）刊
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』　

巻
二
「
鉄
炮
」
に
は
角
場
打
ち
と
思
わ
れ
る
挿

絵
が
確
認
で
き（
挿
図
2
）、
徳
川
本
の
標
的
の
描
写
は
そ
れ
に
符
合
し
て
い
る
。
ま
た
、

角
の
後
ろ
の
射
垜
で
御
幣
を
も
っ
た
木
菟
は
、
着
弾
点
を
旗
で
合
図
す
る
「
旗
手
」
で

あ
る
。
白
衣
観
音
の
姿
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
製
作
さ
れ
た
稲
富
流
ほ
か
の
砲
術
書
な

ど
で
描
か
れ
る
、
火
縄
銃
を
持
っ
た
腕
の
肘
を
膝
か
ら
浮
か
せ
る
「
浮
台
」
と
い
う
射

撃
姿
勢
を
と
っ
て
い
る（
挿
図
3
）。

こ
う
し
た
画
面
全
体
の
構
成
と
細
部
描
写
か
ら
、
本
場
面
の
白
衣
観
音
は
、
単
に
火

縄
銃
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
大
名
家
等
の
「
角
場
打
ち
」
を
再
現
し
て
い
る
と

見
る
の
が
相
応
し
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
白
衣
観
音
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　
［
上
13
］　

福
禄
寿
の
龍
釣

盥
に
乗
っ
た
福
禄
寿
が
龍
を
釣
り
、
盥
に
同
乗
す
る
伊
勢
海
老
が
櫂
を
漕
ぐ
。
櫂
に

は
栄
螺
と
帆
立
貝
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

本
場
面
は
、
後
ろ
に
続
く
水
辺
に
ま
つ
わ
る
場
面
の
幕
開
け
と
も
な
る
箇
所
で
あ
る

が
、
七
福
神
の
一
人
福
禄
寿
と
釣
・
龍
に
は
関
連
性
が
見
出
せ
な
い
。

　
［
上
14
］　

善
導
大
師
と
鯰

浄
土
教
の
大
成
者
で
あ
る
唐
時
代
の
高
僧
善
導（
六
一
三
〜
八
一
）が
水
面
を
泳
ぐ
大

鯰
に
乗
り
立
っ
て
い
る
。
善
導
が
称
名
す
る
と
、
念
仏
が
蛙
の
阿
弥
陀
三
尊
と
な
る
。

石
田
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
合
掌
し
て
称
名
念
仏
す
る
と
、
念
仏
が
阿
弥
陀
の
化

仏
に
変
じ
た
と
い
う
説
話
に
基
づ
い
て
善
導
は
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
善
導
が
乗
る

鯰
に
つ
い
て
は
、
石
田
氏
が
念
仏
の
「
念
」
と
「
鯰
」
と
い
う
「
詞
レ
ベ
ル
」
で
の
諧

謔
を
指
向
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
［
上
15
］　

普
賢
菩
薩
の
鵜
飼
漁

（
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）
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
二

白
象
に
乗
っ
た
普
賢
菩
薩
が
鵜
飼
漁
を
し
て
い
る
。
象
の
牙
に
縄
で
括
り
付
け
た
普

賢
菩
薩
の
持
物
で
あ
る
如
意
に
は
、
水
面
を
照
ら
す
為
の
篝
火
が
か
け
て
あ
る
。
普
賢

菩
薩
や
白
象
の
典
拠
に
鵜
飼
や
漁
と
の
接
点
は
な
く
、
本
場
面
は
後
続
の
漁
を
主
題
と

し
た
場
面
を
先
行
す
る
役
割
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
気
に
な
る
の
は
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
「
鵜
遣
」
に
、
鵜
飼
が
罪
深
い

職
能
と
し
て
語
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
罪
深
い
業
を
普
賢
菩
薩
に
さ
せ
る
と
い
う
理
由
と

も
捉
え
ら
れ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
場
面
で
述
べ
る
。

　
［
上
16
］　

阿
弥
陀
如
来
ら
の
漁

阿
弥
陀
如
来
が
漁
舟
で
四
手
網
を
張
り
、
釈
迦
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
網

を
持
っ
て
す
く
い
網
漁
を
す
る
。
陸
の
上
で
は
、
承
応
二
年（
一
六
五
三
）に
来
日
し
た

黄
檗
僧
独
立
性
易（
一
五
九
六
〜
一
六
七
二
）が
竿
で
釣
り
糸
を
水
面
に
垂
ら
す
。
独
立
の

背
後
に
広
が
る
樹
林
を
抜
け
る
と
、
先
ほ
ど
の
漁
で
捕
れ
た
物
で
あ
ろ
う
か
、
蛸
や
魚

を
小
僧
が
画
面
左
へ
と
運
ん
で
行
く
。
そ
れ
を
小
橋
の
上
で
目
連
が
迎
え
る
。

本
場
面
で
は［
上
13
］福
禄
寿
の
龍
釣
か
ら
の
流
れ
と
し
て
漁
を
全
面
に
描
い
て
お

り
、
芸
能
に
全
く
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漁
に

従
事
し
て
い
る
の
が
仏
教
に
ま
つ
わ
る
人
物
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
は
、
前
に
見

た
普
賢
菩
薩
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
。

仏
教
で
は
、
近
世
ま
で
狩
猟
や
漁
撈
が
殺
生
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
き
た
。
中
世
の
絵

画
作
品
で
は
、
掃
部
助
久
国
筆
「
真
如
堂
縁
起
絵
巻
」（
重
要
文
化
財　

真
正
極
楽
寺
蔵
）

下
巻
に
、
青
蓮
院
門
跡
の
弟
子
蓮
門
院
光
誉
に
仕
え
た
虎
若
と
い
う
人
物
の
、
参
籠
中

に
門
前
の
白
河
で
魚
を
捕
っ
た
こ
と
が
逆
縁
と
な
っ
た
の
か
、
真
如
堂
の
如
来
だ
け
が

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
説
話
が
描
か
れ
て
い
る（
挿
図
4
）。
さ
ら
に
『
人
倫
訓
蒙
図

彙
』
巻
三
で
見
開
き
の
挿
絵
に
と
も
に
示
さ
れ
る
「
蜑
人
」・「
漁
人
」
で
は
、「
蜑
人
」

の
本
文
に
和
歌
に
も
詠
ま
れ
な
い
苦
し
い
生
業
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

ま
た
、
本
場
面
の
主
題
が
あ
く
ま
で
漁
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
同
時
代
風

俗
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。［
上
1
］正
月
風
景
や［
上
12
］白
衣
観
音
の

射
撃
と
い
っ
た
よ
う
な
市
井
や
大
名
屋
敷
で
の
風
景
で
は
な
く
、
山
村
や
漁
村
の
様
子

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
［
上
17
］　

阿
難
た
ち
の
酒
宴

紅
葉
の
盛
り
も
過
ぎ
た
楓
の
下
、
幔
幕
を
張
り
、
酒
宴
が
催
さ
れ
て
い
る
。
傍
ら
で

従
者
に
調
理
を
さ
せ
つ
つ
阿
難
が
俎
板
で
魚
を
さ
ば
き
、
そ
れ
を
横
で
親
鸞
が
額
に
手

を
当
て
な
が
ら
見
守
り
、
迦
葉
が
さ
ば
か
れ
た
魚
の
切
り
身
を
持
ち
上
げ
口
に
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
周
り
に
は
、
鉢
や
酒
瓶
・
銚
子
が
置
か
れ
て
い
る
。

釈
迦
の
十
大
弟
子
で
あ
る
阿
難
と
迦
葉
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
の
阿
弥
陀

如
来
ら
の
漁
を
承
け
た
食
事
と
い
う
の
が
主
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
阿
難
と
親
鸞
の
姿

態
を
見
れ
ば
、
伝
狩
野
元
信
筆
「
酒
飯
論
絵
巻
」（
文
化
庁
ほ
か
蔵
）の
人
物
の
姿
を
写
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
段
の
調
理
場
で
鯛
を
さ
ば
く
人
物
と
第
二
段
の
広
間
右
方
で

（
39
）

挿図4　真如堂縁起絵巻　下巻　部分



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
三

額
に
手
を
当
て
な
が
ら
笑
う
僧
侶
の
姿
が
元
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

模
本
の
多
く
伝
存
す
る
「
酒
飯
論
絵
巻
」
は
後
世
の
絵
画
作
品
の
中
で
盛
ん
に
引
用

元
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
世
狩
野
派
で
は
、
狩
野
探

幽
筆
「
義
朝
最
期
・
頼
朝
先
考
供
養
図
」（
大
御
堂
寺
蔵
）の
宴
や
調
理
の
場
面
で
引
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
狩
野
派
が
直
接
関
与
し
な
い
近
世
初
期
風
俗
画
に
も

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
酒
飯
論
絵
巻
」
を
下
敷
き
と
し
た
本
場
面

も
、
こ
う
し
た
近
世
初
期
に
お
け
る
風
俗
表
現
の
流
れ
に
属
す
る
と
言
え
る
。

　
［
下
1
］　

大
黒
や
天
狗
ら
の
武
術
、
仁
王
と
地
蔵
菩
薩
の
相
撲

松
や
梅
の
樹
林
を
過
ぎ
、
開
け
た
視
界
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
黒
と
天

狗
、
恵
比
寿
と
布
袋
、
達
磨
と
毘
沙
門
の
武
術
の
取
組
で
あ
る
。
大
黒
は
そ
の
寓
意
と

も
な
る
俵
と
宝
珠
と
小
槌
を
、
布
袋
は
名
の
元
で
あ
る
布
袋
を
置
き
、
鍛
錬
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
。
剣
戟
の
終
わ
り
を
老
柳
が
告
げ
る
と
、
軍
配
を
も
っ
た
老
子
が
仁
王
と

地
蔵
菩
薩
の
相
撲
の
行
司
を
つ
と
め
る
。
後
方
で
は
、
地
蔵
の
錫
杖
を
手
に
し
た
子
供

と
仁
王
の
冠
を
被
っ
た
子
供
が
こ
の
勝
負
を
見
て
笑
う
。

前
半
の
場
面
は
、
一
見
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
ご
と
く
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
武
術
と
解
釈
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
恵
比
寿
と
布
袋
の
姿
に
着
目
し
て

み
る
と
、
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）の
奥
書
を
有
す
る
「
飯
綱
古
武
道
絵
巻
」（
個
人
蔵
／
挿

図
5
）の
「
冠
入
」
に
同
様
の
型
の
組
が
見
ら
れ
る
。
同
絵
巻
は
、「
天
狗
に
よ
る
鑓
指

南
の
有
様
を
伝
え
る
免
状
」
と
さ
れ
、
天
狗
と
人
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
槍
術
の
指

南
を
説
い
て
い
る
。
恵
比
寿
と
布
袋
の
姿
と
次
の
天
狗
の
存
在
は
、
本
場
面
が
兵
法
書

を
下
敷
き
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

『
大
日
經
疏
』
巻
十
に
説
か
れ
る
よ
う
に
元
々
戦
闘
神
で
あ
る
大
黒
と
組
み
合
わ
さ

れ
た
天
狗
は
、
頭
巾
を
つ
け
背
中
か
ら
羽
を
生
や
し
鼻
高
と
な
っ
て
お
り
、「
飯
綱
古

武
道
絵
巻
」
に
描
か
れ
る
天
狗
の
容
姿
に
近
似
す
る
。
さ
ら
に
太
刀
を
引
き
片
足
を
上

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

げ
た
そ
の
姿
は
、
狩
野
元
信
筆
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）下
巻
第
六

段
中
央
に
描
か
れ
る
、
胴
切
り
で
倒
し
た
鬼
の
側
で
大
門
か
ら
突
入
し
て
き
た
鬼
に
身

を
構
え
る
武
士（
挿
図
6
）を
転
用
し
て
い
る
。

次
に
達
磨
が
描
か
れ
る
理
由
は
未
詳
な
が
ら
、
相
手
の
毘
沙
門
天
は
、
天
狗
の
源
流

と
し
て
考
え
ら
れ
る
有
翼
鬼
神
を
制
圧
し
眷
属
と
し
て
従
え
た
と
さ
れ
、「
辟
邪
絵
」

（
国
宝　

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）は
じ
め
、
有
翼
鬼
神
と
と
も
に
絵
画
化
さ
れ
て
き
た
。
毘

沙
門
天
を
祀
る
鞍
馬
寺
が
天
狗
信
仰
の
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
狗
と
毘
沙
門
天
の

関
係
は
密
接
で
あ
り
、
本
場
面
に
は
最
適
な
典
拠
を
有
す
る
仏
神
で
あ
る
。

仁
王
は
金
剛
力
士
と
も
よ
ば
れ
、
力
士
が
相
撲
の
力
士
と
も
取
れ
る
こ
と
か
ら
本

場
面
に
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。
地
蔵
菩
薩
の
腕
の
中
、
地
蔵
菩
薩
の
首
に
腕
を
巻
き
付

け
、
さ
ら
に
内
股
に
脚
を
絡
め
よ
う
と
す
る
仁
王
の
姿
は
、
俵
屋
宗
達
筆
「
風
神
雷
神

挿図6　狩野元信筆　酒伝童子絵巻　
下巻第六段　部分

挿図5　飯綱古武道絵巻　部分　神奈川県立歴史博物館提供



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
四

図
」（
国
宝　

建
仁
寺
蔵
）の
雷
神
の
姿
態
を
想
起
し
や
す
い
。
し
か
し
、
先
に
見
た
観
音

の
角
場
打
ち
や
大
黒
と
天
狗
ら
の
武
術
と
似
た
観
点
で
考
え
る
と
、
近
似
性
を
指
摘
す

る
の
に
よ
り
適
し
た
作
品
が
浮
か
ぶ
。
吉
田
瑛
二
氏
に
よ
っ
て
慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）ご

ろ
の
製
作
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
「
相
撲
遊
楽
図
屏
風
」（
堺
市
博
物
館
蔵
）に
は
、

同
様
の
姿
態
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
力
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
年
間
頃
の
製

作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
四
十
八
手
絵
巻
」（（
財
）日
本
相
撲
協
会
相
撲
博
物
館
蔵
）に
は
、

「
か
わ
ず
が
け（
河
津
掛
け
）」
と
い
う
決
ま
り
手
と
し
て
、
同
様
の
姿
態
が
見
ら
れ
る（
挿

図
7
）。
な
お
、「
河
津
掛
け
」
は
、『
曽
我
物
語
』
巻
一
「
同
じ
く
相
撲
の
事
」
で
語
ら

れ
る
、
河
津
三
郎
と
俣
野
五
郎
が
相
撲
を
と
り
、
河
津
が
俣
野
を
負
か
し
た
際
の
決
め

手
で
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
先
の
武
術
に
続
く
相
撲
の
場
面
は
、
主
題
に
関
連
性
の
あ
る
名
称
を
冠
し

た
登
場
人
物
を
選
び
描
か
れ
た
場
面
で
あ
り
、
作
図
に
は
同
時
代
の
相
撲
の
様
子
が
あ

（
47
）

（
48
）

（
49
）

る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
［
下
2
］　

雙
六
と
カ
ル
タ
の
博
奕

先
の
地
蔵
の
錫
杖
を
手
に
持
っ
た
子
供
と
仁
王
の
冠
を
被
っ
た
子
供
の
横
を
流
れ
る

小
川
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
そ
の
横
を
鬼
が
背
後
を
指
差
し
な
が
ら
駆
け
て
行
く
。
鬼

の
指
の
方
向
に
は
、
紅
葉
し
た
楓
の
散
る
中
、
六
曲
一
隻
の
柳
雁
図
屏
風
を
前
に
、
鍾

馗
と
奪
衣
婆（
三
途
川
姥
）が
博
奕
雙
六
を
行
い
、
鬼
た
ち
が
観
戦
し
て
い
る
。
そ
の
奥

で
は
、
孔
子
・
観
音
・
六
方
・
維
摩
・
文
殊
菩
薩
・
神
農
が
カ
ル
タ
博
奕
を
行
な
っ
て

い
る
。
各
々
の
膝
下
に
は
、
賭
け
金
や
酒
盃
、
煙
草
盆
が
散
ら
ば
り
、
熱
狂
ぶ
り
を
演

出
し
て
い
る
。
傍
ら
で
は
、
そ
の
胴
元
で
あ
ろ
う
か
、
閻
魔
が
銅
銭
を
纏
め
る
た
め
の

紐
を
撚
っ
て
い
る
。

雙
六
は
、
養
老
四
年（
七
二
〇
）に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
の
朱
鳥
三
年

（
六
八
九
）に
「
雙
六
禁
断
」
と
あ
る
の
を
嚆
矢
に
、
古
く
か
ら
日
本
で
愛
好
さ
れ
て
き

た
。
平
安
時
代
に
は
既
に
貴
賤
を
問
わ
ず
流
行
し
、
賽
の
目
に
よ
る
偶
然
性
が
勝
敗
を

左
右
し
た
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
賭
物
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
中
世
に
は
、
石
の
運
用

に
一
定
の
伎
倆
が
要
さ
れ
た
た
め
、
雙
六
は
芸
道
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
近
世
に
な
る
と
同
じ
盤
上
遊
戯
で
あ
っ
た
囲
碁
や
将
棋
が
、
技
法
の
蓄

積
と
と
も
に
そ
の
難
解
さ
が
認
識
さ
れ
、
芸
道
と
し
て
の
立
場
を
高
め
て
い
く
の
に
対

し
て
、
雙
六
は
賭
博
性
が
相
対
的
に
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
。
相
国
寺
住
持
の
鳳
林
承
章

の
日
記
『
隔
蓂
記
』（
鹿
苑
寺
蔵
）に
、
様
々
な
遊
興
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
り
大
量
の

賭
物
を
投
じ
た
り
と
雙
六
の
当
時
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
一
方
で
、
近
世
初
期
風
俗
画

に
は
、
町
人
た
ち
が
雙
六
に
熱
中
し
て
い
た
様
子
が
描
き
遺
さ
れ
て
お
り
、「
彦
根
屏

風
」（
国
宝　

彦
根
城
博
物
館
蔵
）や
「
邸
内
遊
楽
図
屏
風（
相
応
寺
屏
風
）」（
重
要
文
化
財　

徳

川
美
術
館
蔵
）な
ど
、
多
く
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
を
総
覧
し
た
増
川
宏

（
50
）

（
51
）

挿図7　四十八手絵巻　部分



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
五

一
氏
は
、
屋
内
外
を
問
わ
ず
雙
六
は
愛
好
さ
れ
、
花
見
や
紅
葉
狩
に
も
携
行
さ
れ
て

い
っ
た
と
す
る
。

雙
六
の
場
面
は
、
こ
う
し
た
近
世
初
期
の
町
人
に
よ
る
雙
六
愛
好
が
背
景
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
曲
一
隻
の
屏
風
を
背
景
に
し
た
情
景
や
、（
鍾
馗
が
右
手
で
筒

を
上
げ
賽
を
振
ろ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
陰
に
一
部
隠
れ
て
は
い
る
も
の
の
）盤
面
は
そ
れ

ぞ
れ
地
が
十
二
区
画
描
か
れ
、
ま
た
石
は
白
が
十
五
個
、
黒
が
十
四
個
配
置
さ
れ（
残

一
個
は
鍾
馗
の
陰
に
あ
る
の
だ
ろ
う
）、
実
際
の
雙
六
の
ル
ー
ル
に
反
し
て
い
な
い
点
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
。

で
は
、
鍾
馗
と
奪
衣
婆
が
本
場
面
に
選
ば
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
三
途
川
姥（
奪
衣
婆
）

は
、
中
国
で
作
ら
れ
た
『
預
修
十
三
生
七
經
』
を
基
に
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
初
期
に
か
け
て
日
本
で
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
偽
経
『
佛
説
地
蔵
菩
薩
發
心
因
縁
十

王
經
』
を
典
拠
と
す
る
。
奪
衣
婆
は
、
懸
衣
翁
と
と
も
に
三
途
の
川
の
脇
で
衣
を
奪
い

衣
領
樹
に
掛
け
罪
の
重
さ
を
計
る
と
い
う
。
こ
の
衣
を
奪
う
と
い
う
行
為
が
、
勝
敗
に

よ
っ
て
賭
物
を
奪
う
博
奕
雙
六
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
鍾
馗
は
同
じ

盤
上
遊
戯
の
「
将
棋
」
か
ら
の
連
想
と
思
い
た
く
も
な
る
が
、
奪
衣
婆
が
地
獄
か
ら
連

れ
出
し
た
鬼
と
の
相
性
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
鬼
な
ど
の
異
形
の
者
と
博
奕
雙
六

を
組
み
合
わ
せ
て
描
く
先
例
は
、「
長
谷
雄
草
紙
」（
重
要
文
化
財　

永
青
文
庫
蔵
）に
既
に

知
ら
れ
る
。

次
の
カ
ル
タ
博
奕
も
、「
カ
ル
タ
遊
楽
図
」（
藤
井
永
観
文
庫
蔵
）ほ
か
近
世
初
期
風
俗

画
に
あ
ら
わ
れ
る
主
題
で
、「
邸
内
遊
楽
図
屏
風（
相
応
寺
屏
風
）」
や
「
遊
興
風
俗
図
屏

風
」（
エ
ツ
コ
＆
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）な
ど
、
し
ば
し
ば
共
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
カ
ル
タ
博
奕
は
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
南
蛮
貿
易
を
通

じ
て
渡
来
し
、
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
四
四
）に
は
、
京
都
で
安
価
な
木
版
カ
ル
タ
が

製
作
さ
れ
爆
発
的
な
人
気
に
な
っ
た
。
慶
安
年
間
に
は
カ
ル
タ
博
奕
に
対
し
、
禁
令
が

（
52
）

（
53
）

（
54
）

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
流
行
は
一
向
に
変
わ
ら
ず
、
元
禄
年
間
に
は
大
流
行
を
迎

え
た
と
い
う
。

徳
川
本
で
カ
ル
タ
博
奕
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、
孔
子
・
六
方
・
文
殊
・
神
農
の
四

人
が
各
四
枚
の
札
を
持
つ
こ
と
か
ら
確
か
だ
が
、
観
音
が
加
わ
っ
て
い
る
の
か
は
孔
子

の
陰
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
判
然
と
し
な
い
。
札
に
つ
い
て
は
、
交
差
す
る
緑
の

二
本
線
が
描
か
れ
た
札
や
丸
を
斜
め
に
三
つ
連
ね
た
札
が
、天
正
カ
ル
タ
の
「
ハ
ウ（
棍

棒
）」
や
「
オ
ウ
ル（
貨
幣
）」
ら
し
く
も
見
え
る
が
、
そ
れ
以
外
は
漫
然
と
描
か
れ
た
感

が
あ
り
、
枚
数
も
観
音
の
手
札
と
膝
元
の
札
を
考
慮
し
て
も
、
合
計
四
十
枚
を
正
確
に

数
え
描
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
江
橋
崇
氏
が
「
時
代
が
下
る
と
カ
ル
タ
の
描
写
が

不
正
確
に
な
」
る
と
指
摘
す
る
近
世
初
期
風
俗
画
の
流
れ
に
従
う
の
だ
ろ
う
。

カ
ル
タ
博
奕
に
配
さ
れ
る
孔
子
・
観
音
・
六
方
・
維
摩
・
文
殊
菩
薩
・
神
農
・
閻
魔

は
、
六
方
の
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
カ
ル
タ
博
奕
と
い
う
主
題
で
の
群
像
表
現

を
目
的
に
儒
教
・
仏
教
・
道
教
か
ら
無
作
為
に
選
出
さ
れ
た
向
き
が
あ
る
。
カ
ル
タ
博

奕
と
関
わ
り
あ
る
典
拠
を
徴
す
る
と
、
閻
魔
と
獄
卒
鬼
が
地
獄
に
落
と
そ
う
と
し
た
博

奕
打
と
の
勝
負
に
負
け
、
と
う
と
う
博
奕
打
を
極
楽
へ
行
か
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、

と
い
う
室
町
時
代
の
博
奕
流
行
の
中
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
狂
言
「
博
奕
十
王
」
に
当

た
る
。「
博
奕
十
王
」
の
中
で
の
博
奕
は
、
カ
ル
タ
で
は
な
く
賽
で
あ
る
た
め
直
接
の

典
拠
と
は
な
ら
な
い
が
、
十
王
を
博
奕
の
場
面
に
据
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
近
世
初
期
風
俗
画
に
頻
出
す
る
主
題
を
描
き
つ
つ
も
、
関
連
す
る
典
拠
を
も

つ
人
物
を
一
部
の
登
場
人
物
と
し
て
選
び
、
文
学
的
な
奥
行
き
の
あ
る
諧
謔
表
現
を
成

立
さ
せ
て
い
る
。

　
［
下
3
］　

不
動
明
王
の
逆
立
ち

遠
山
を
背
景
に
、
萩
や
薄
・
桔
梗
と
い
っ
た
秋
草
が
咲
く
。
そ
の
中
を
中
啓
を
持
ち

侍
烏
帽
子
を
被
っ
た
白
兎
と
持
枝
を
手
に
し
赤
頭
を
被
っ
た
狐
が
歩
く
と
こ
ろ
を
一

（
55
）

（
56
）



狩
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匹
の
蛙
が
迎
え
る
。
蛙
が
指
差
す
先
で
は
、
不
動
明
王
が
石
の
上
で
逆
立
ち
を
し
て
い

る
。
傍
ら
で
は
兎
が
不
動
明
王
の
三
鈷
剣
を
預
か
り
、
さ
ら
に
後
方
で
は
狸
が
構
え
る
。

逆
立
ち
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
丙
巻
に
、
逆
立
ち
す
る
猿
を
め
ぐ
っ
て
猿
と
蛙
が

神
通
力
を
競
い
合
う
験
競
べ
の
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
本
場
面
が
作
図
さ
れ
た
要
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

不
動
明
王
は
、
安
然
著
『
不
動
明
王
立
印
儀
軌
修
行
次
第
胎
蔵
行
法
』
が
造
形
の
基

と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
書
に
挙
げ
ら
れ
る
十
九
観
に
基
づ
く
「
不
動
明
王
二
童
子
像

（
青
不
動
）」（
国
宝　

青
蓮
院
蔵
）の
よ
う
に
、
本
場
面
の
不
動
明
王
は
、
童
子
体
型
で
、

頭
頂
に
七
莎
髻
が
あ
り
、
左
に
一
弁
髪
を
垂
ら
し
、
右
下
歯
で
上
唇
を
喫
み
左
上
歯
で

下
唇
を
噛
み
、
憤
怒
の
表
情
を
あ
ら
わ
し
、
口
を
閉
じ
、
体
の
色
は
青
黒
く
、
遍
身
に

迦
楼
羅
炎
を
ま
と
い
、
大
盤
石
の
上
に
倒
立
し
、
傍
ら
の
兎
は
不
動
明
王
の
従
え
る
矜

羯
羅
童
子
あ
る
い
は
制
吒
迦
童
子
の
よ
う
に
剣
を
執
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

不
動
明
王
が
、
本
場
面
の
登
場
人
物
に
選
ば
れ
た
の
は
、
典
拠
に
記
さ
れ
る
と
お
り

の
動
か
な
い
「
不
動
」
の
存
在
が
逆
立
ち
す
る
こ
と
に
よ
る
諧
謔
味
を
狙
っ
た
か
ら
な

の
だ
ろ
う
。

　
［
下
4
］　

隠
元
の
蜘
蛛
舞

前
の
場
面
の
草
む
ら
の
外
れ
か
ら
、
画
面
左
上
方
に
向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
綱
が
張

ら
れ
る
。
そ
の
綱
に
乗
っ
て
下
り
て
く
る
の
は
、
払
子
と
日
の
丸
扇
を
持
っ
た
隠
元

隆
琦（
一
五
九
二
〜
一
六
七
三
）で
あ
る
。
隠
元
の
下
で
は
被
っ
て
い
た
赤
頭
が
落
ち
て
い

く
。
隠
元
を
見
て
笑
う
二
人
の
童
子
の
横
に
は
、
隠
元
の
渡
っ
て
い
た
綱
の
柱（
梯
子
）

が
描
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
人
の
人
物
が
太
鼓
・
横
笛
・
小
鼓
を
演
奏
し
、
そ
の
傍
ら

に
は
奏
者
の
い
な
い
三
味
線
が
転
が
る
。
後
に
掲
げ
る
伝
狩
野
探
幽
筆
「
探
幽
狂
画
」

（
個
人
蔵
）に
も
同
様
の
場
面
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
画
中
の
添
書
に
よ
り
、
彼
ら
の
う
ち

頭
巾
を
被
っ
た
二
人
は
木
庵
性
瑫（
一
六
一
一
〜
八
四
）・
即
非
如
一（
一
六
一
六
〜
七
一
）

と
判
る
。

隠
元
が
興
じ
る
の
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
行
な
わ
れ

た
、
一
本
の
綱
の
上
や
灯
呂
木
の
上
で
自
在
に
動
い
て
回
る
蜘
蛛
舞
で
あ
り
、
寛
永

年
間（
一
六
二
四
〜
四
五
）以
後
三
都
で
好
評
を
博
し
、
特
に
京
都
で
は
禁
裏
や
市
井

で
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
な
に
よ
り
承
応
三
年

（
一
六
五
四
）か
ら
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
か
け
て
来
日
し
た
と
い
う
黄
檗
僧
が
描
か
れ

る
の
は
、
既
に
見
て
き
た
同
時
代
の
風
俗
や
文
物
を
描
写
す
る
こ
と
が
本
場
面
の
主
題

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　
［
下
5
］　

猩
々
・
酒
呑
童
子
ら
の
酒
宴

柿
本
人
麻
呂
は
じ
め
、
慧
遠
法
師（
三
三
四
〜
四
一
六
）・
猩
々
・
菊
慈
童
・
酒
呑
童

子
・
西
行
・
小
野
小
町（
生
歿
年
未
詳
）が
酒
宴
を
繰
り
広
げ
る
。
猩
々
が
酒
を
汲
み
出

す
酒
壺
の
横
に
は
、
島
台
や
枇
杷
・
桃
の
乗
っ
た
鉢
等
が
置
か
れ
る
。
後
方
で
は
、
二

人
の
鬼
が
「
南
都
諸（
白
）」
と
書
か
れ
た
酒
樽
を
運
ん
で
い
る
。

一
見
、
無
作
為
に
登
場
人
物
を
並
べ
た
群
像
表
現
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
が
、
石
田
氏

が
「
い
わ
ば
謡
本
の
題
簽
を
貼
り
並
べ
た
よ
う
な
趣
向
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
三
笑
」

の
慧
遠
・「
大
江
山
」
の
酒
呑
童
子
・「
西
行
桜
」
の
西
行
・「
卒
都
婆
小
町
」
の
小
町
、

「
猩
々
」・「
枕
慈
童
」（
観
世
流
の
み
「
菊
慈
童
」）と
い
っ
た
よ
う
に
、
能
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
人
物
が
本
場
面
の
大
勢
と
な
っ
て
い
る
。
能
に
お
い
て
酒
に
ま
つ
わ
る
人
物
を

中
心
に
選
び
酒
宴
を
主
題
と
し
て
構
成
さ
れ
た
場
面
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
酒
呑
童
子
は
、
狩
野
元
信
筆
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）中

巻
第
七
段
、
酒
に
酔
っ
た
童
子
の
姿（
挿
図
8
）が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
柿
本
人
麻

呂
は
、［
上
17
］阿
難
た
ち
の
酒
宴
で
も
確
認
さ
れ
た
「
酒
飯
論
絵
巻
」
第
二
段
の
広
間

右
方
で
額
に
手
を
当
て
な
が
ら
笑
う
僧
侶
の
姿
が
元
と
な
っ
て
い
る
。

　
［
下
6
］　

弁
慶
と
一
寸
法
師

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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『
義
経
記
』
巻
三
「
弁
慶
洛
中
に
於
い
て
人
の
太
刀
奪
い
取
る
事
」
で
は
太
刀

九
百
九
十
九
振
を
集
め
て
い
た
と
語
ら
れ
る
武
蔵
坊
弁
慶（
生
年
未
詳
〜
一
一
八
九
）が
、

背
中
に
棍
棒
や
熊
手
・
鋸
・
槌
・
斧
・
鎌
を
背
負
い
、
長
刀
を
手
に
画
面
右
へ
と
逃
げ

て
い
る
。
弁
慶
の
振
り
向
く
先
に
は
、
刀
を
腰
に
差
し
た
直
垂
姿
の
小
柄
な
人
物
が
長

い
棒
を
持
ち
追
い
か
け
て
来
る
。

牛
若
丸（
一
一
五
九
〜
八
九
）の
代
わ
り
に
描
か
れ
る
小
柄
な
人
物
は
、
後
に
掲
げ
る

狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」（
福
岡
市
美
術
館
蔵
）で
は
「
一
寸
ほ
う
し
」
と
添
書
さ

れ
る
。
先
に［
上
2
］孔
明
と
一
寸
法
師
で
述
べ
た
一
寸
法
師
の
絵
画
表
現
を
考
慮
す
れ

ば
、
こ
の
添
書
は
正
し
い
と
解
釈
さ
れ
る
。
牛
若
丸
を
一
寸
法
師
に
変
え
た
の
は
、
両

（
63
）

者
が
英
雄
譚
の
主
人
公
で
あ
る
こ
と
、
能
「
橋
弁
慶
」
で
牛
若
丸
が
十
二
、
三
歳
の
若

者
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
役
者
に
子
方
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
登

場
人
物
の
典
拠
を
利
用
し
た
揶
揄
表
現
と
見
な
せ
る
。

　
［
下
7
］　

翁

白
式
尉
を
つ
け
翁
扇
を
手
に
し
た
翁
と
、
黒
式
尉
を
つ
け
鈴
と
翁
扇
を
持
っ
た
三
番

三（
叟
）が
描
か
れ
る
。
千
歳
の
み
描
か
れ
な
い
が
、
能
や
狂
言
よ
り
も
古
く
に
成
立
し

た
と
さ
れ
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
・
千
秋
萬
歳
お
よ
び
五
穀
豊
穣
を
祈
り
祝
祷
す
る

能
「
翁
」
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。
他
の
場
面
と
一
線
を
画
し
、
典
拠
と
異
な
る
表
現

や
諧
謔
表
現
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
る
こ
と
自
体
が
諧
謔
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
。

　
［
下
8
］　

乙
御
前
の
行
列

画
面
左
へ
と
進
む
行
列
に
は
、
右
か
ら
丁
稚
と
し
て
乙
御
前
の
履
物
を
持
ち
随
う
全

身
青
ざ
め
た
才
六
に
は
じ
ま
り
、
大
形
の
鳥
に
乗
り
鏡
を
手
に
し
た
乙
御
前
、
右
肩
に

担
い
だ
天
秤
棒
で
海
老
と
乙
御
前
の
鏡
台
を
運
ぶ
蜆
子
和
尚
が
先
ず
登
場
す
る
。
次
に

奴
二
人
に
綱
で
引
か
れ
た
虎
に
豊
干
が
乗
り
、
そ
れ
に
片
箱
の
挟
箱
を
担
い
だ
寒
山
と

長
刀
を
持
っ
た
拾
得
が
先
導
す
る
。

本
場
面
は
、
婚
礼
行
列
等
の
大
名
行
列
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
醜
女
で

あ
る
乙
御
前
の
婚
礼
を
示
す
と
す
れ
ば
、
乗
物
で
は
な
く
大
き
な
鳥
に
乗
っ
て
い
る
の

が
滑
稽
さ
の
演
出
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
見
、
鶴
の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
の
鳥
は（
挿
図
9
）、
全
体
的
に
灰
色
が
か
り
、
脚

は
太
く
指
は
二
本
、
嘴
と
頸
は
太
く
短
く
、
目
は
円
で
は
な
く
上
部
が
眉
弓
に
隠
れ
三

白
眼
の
よ
う
な
力
強
い
印
象
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
十
七
世
紀
に
お
け
る
狩
野

派
の
鶴
の
表
現
に
そ
ぐ
わ
ず
、
鶴
を
意
図
し
た
表
現
と
は
考
え
が
た
い
。
石
田
氏
の
指

摘
す
る
と
お
り
、
こ
の
鳥
は
駝
鳥
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
江
戸
時
代
に
駝
鳥
と
し
て

（
64
）
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に
つ
い
て

三
八

描
か
れ
た
図
の
多
く
は
、「
ヒ
ク
イ
ド
リ
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
萬
治
元

年（
一
六
五
八
）正
月
十
五
日
に
、
参
府
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
献
上
し
た
「
ほ
う
よ

ろ
す
と
れ
い
す
」（
当
時
のvogelstruis

の
和
読
と
訛
化
）一
羽
の
み
が
、
江
戸
時
代
に
来
日

し
た
唯
一
の
駝
鳥
で
あ
り
、
そ
の
駝
鳥
を
描
い
た
と
さ
れ
る
土
佐
山
内
家
旧
蔵
「
駝
鳥

（
65
）

（
66
）

図
」（
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
蔵　

挿
図
10
）が
遺
さ
れ
て
い
る
。「
駝
鳥
図
」
に
つ
い

て
は
実
見
の
機
会
を
得
て
い
な
い
が
、
写
真
を
見
る
か
ぎ
り
、
特
に
太
く
描
か
れ
た
脚

と
嘴
の
色
以
外
、
特
徴
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
姿
態
に
は
鶴
と
似
た

表
現
も
見
ら
れ
る
が
、
当
時
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
駝
鳥
の
実
物
を
見
て
い
な
い
状
況

と
、
近
世
以
前
の
日
本
で
多
く
の
虎
が
猫
か
ら
描
か
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
乙
御

前
が
乗
る
鳥
は
駝
鳥
と
断
じ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

乙
御
前
の
前
を
歩
く
蜆
子
和
尚
は
、
蝦（
海
老
）と
蜆
採
り
用
の
網
を
持
ち
、
豊
干
は

虎
に
乗
り
、
寒
山
・
拾
得
は
そ
れ
ぞ
れ
箒
と
巻
子
を
左
腰
に
提
げ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ

ぞ
れ
が
誰
で
あ
る
か
を
示
す
よ
う
に
、
典
拠
に
合
わ
せ
て
各
々
の
持
物
が
き
ち
ん
と
添

え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
徳
川
本
で
は
、
拾
得
の
持
つ
長
刀
の
柄
先
が
紙
継
と
と
も
に
切
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。「
異
代
同
戯
図
巻
」
で
は
、
続
け
て
提
灯
を
持
っ
た
の
ろ
ま
が
描
か
れ
る
。

こ
の
の
ろ
ま
と
本
場
面
先
頭
の
才
六
と
い
う
青
黒
い
肌
で
描
か
れ
た
両
者
に
つ
い
て

は
、
石
田
氏
が
野
呂
間（
松
）人
形
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。
野
呂
間
人
形
は
寛
文

か
ら
延
宝
年
間（
一
六
六
一
〜
八
一
）ご
ろ
に
江
戸
の
野
呂
松
勘
兵
衛
が
使
い
始
め
た
青

黒
い
顔
貌
を
し
た
道
化
人
形
で
あ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
の
あ
い
だ
に
間
狂
言
を
演
じ
た
と

い
う
。

　
［
下
9
］　

龐
居
士
一
家
と
太
公
望
の
蜻
蛉
釣

柳
の
下
、
龐
居
士（
生
年
未
詳
〜
八
一
五
）と
妻
が
竹
籠
を
編
み
、
娘
で
あ
る
霊
照
女
が

完
成
し
た
竹
籠
を
手
に
す
る
。
龐
居
士
の
目
線
の
先
に
は
、
そ
の
籠
を
使
っ
て
か
、
太

公
望（
呂
尚　

生
歿
年
未
詳
）が
水
辺
で
蜻
蛉
釣
に
励
み
、
釣
り
糸
に
は
一
匹
の
蜻
蛉
が
繋

が
れ
て
い
る
。
そ
の
対
岸
に
は
、
猿
が
蓮
の
上
で
巻
子
を
広
げ
る
。

唐
代
に
生
き
た
龐
居
士
は
、
富
豪
で
あ
っ
た
が
全
財
産
を
捨
て
、
丹
霞
天
然
と
と

も
に
儒
教
か
ら
禅
へ
身
を
移
し
、
石
頭
希
遷（
七
〇
〇
〜
九
〇
）や
馬
祖
道
一（
七
〇
九
〜

（
67
）

（
68
）

（
69
）

（
70
）

（
71
）

挿図9　徳川本　下8　乙御前と駝鳥挿図10　駝鳥図



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
九

八
八
）に
参
禅
し
、
竹
籠
を
編
み
娘
の
霊
照
女
が
そ
れ
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
た
と
い

う
。
禅
画
題
と
し
て
好
ま
れ
、
岩
佐
又
兵
衛
筆
「（
旧
金
谷
屏
風
）龐
居
士
図
」（
福
井
県
立

美
術
館
蔵
）は
じ
め
多
く
の
絵
画
・
画
賛
作
品
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し

た
作
例
同
様
、
典
拠
ど
お
り
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

周
の
太
公
望
は
、
渭
水
の
ほ
と
り
で
釣
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
周
の
文
王（
周
祖
太

公
）に
見
出
さ
れ
、
そ
の
師
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
特
に
釣
り
の
際
の
様
子
は
、
元
代

に
成
立
し
『
封
神
演
義
』
の
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
は
、
餌
を

付
け
ず
に
水
面
か
ら
針
を
三
尺
離
し
て
い
た
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
蜻
蛉
釣
は
、『
和
漢

三
才
図
會
』
巻
五
十
二
「
蜻
蛉
」
に
、
子
供
が
雌
を
糸
に
繋
ぎ
雄
を
釣
っ
て
遊
ん
で
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
場
面
は
、
典
拠
に
則
し
、
当
時
の
遊
び
を
組
み
合
わ
せ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
［
下
10
］　

日
蓮
と
法
然
の
腕
相
撲

二
人
の
僧
侶
が
腕
相
撲
を
し
、
僧
侶
や
裃
姿
の
武
士
が
取
り
囲
む
。

一
見
主
題
が
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
同
様
の
場
面
が
「
探
幽
狂
画
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
郷
司
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
腕
相
撲
を
す
る
二
人
の
僧
侶
の

内
、
向
か
っ
て
右
側
の
僧
侶
に
「
日
れ
ん
」、
も
う
一
方
に
「
ほ
う
ね
ん
」、
ま
た
「
日

れ
ん
」
の
後
ろ
の
人
垣
に
「
ほ
つ
け
衆
」、「
ほ
う
ね
ん
」
の
後
ろ
に
「
し
や
う
と
し

ゆ
」
と
添
書
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
日
蓮（
一
二
二
二
〜
八
二
）と
法
然（
一
一
三
三
〜

一
二
一
二
）が
そ
れ
ぞ
れ
法
華
宗
と
浄
土
宗
を
背
負
っ
て
、
腕
相
撲
を
し
て
い
る
と
判

る
。
こ
の
主
題
は
言
う
ま
で
も
な
く
狂
言
「
宗
論
」
で
あ
り
、
曲
中
で
僧
同
士
が
数
珠

を
頂
か
せ
る
の
に
な
ら
っ
て
浄
土
宗
衆
徒
が
杖
に
か
け
た
数
珠
を
日
蓮
の
頭
上
に
か
ざ

し
て
い
る
。
加
え
て
、
法
華
衆
徒
が
法
華
経
と
見
ら
れ
る
巻
物
を
抱
え
て
い
る
の
を
見

る
と
、
天
正
七
年（
一
五
七
九
）五
月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
安
土
宗
論
の
際
に
、
妙

顕
寺
の
大
蔵
坊
が
法
華
経
八
巻
を
持
ち
込
み
、
法
華
宗
が
負
け
た
後
に
見
物
衆
に
よ
っ

て
法
華
経
が
破
り
裂
か
れ
た
、
と
い
う
史
実
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
肝
要
な
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
祖
で
あ
る
日
蓮
と
法
然
が
登
場
人
物
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
「
四
箇
格
言
」
で
知
ら
れ
る
と
お
り
、
日
蓮
は
法
然
の
浄
土
宗
批
判
を
行
な
っ
て
い

る
が
、
生
歿
年
が
重
な
ら
な
い
両
者
に
宗
論
は
叶
わ
ず
、
後
世
の
両
宗
に
引
き
継
が
れ

る
事
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
待
望
の
対
決
が
本
場
面
で
は
実
現
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
肝
心
の
宗
論
で
は
な
く
腕
相
撲
を
土
俵
に
し
て
争
っ
て
い
る
と
い
う
点

が
諧
謔
味
を
与
え
て
い
る
。
本
場
面
は
、
史
実
を
取
り
入
れ
た
狂
言
の
パ
ロ
デ
ィ
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
［
下
11
］　

蟹
に
挟
ま
れ
る
雷
神

先
に［
上
6
］に
登
場
し
た
風
神
と
対
を
な
す
雷
神
が
、
滝
壺
で
蟹
に
足
を
挟
ま
れ

る
。
そ
れ
を
巌
上
か
ら
蟷
螂
が
見
下
ろ
す
。

雷
神
と
蟹
が
関
係
を
持
つ
典
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。
雷
神
は
狂
言
「
神
鳴
」
に
登
場

す
る
。
突
然
の
雷
で
医
師
の
前
に
落
ち
た
雷
神
は
、
痛
め
た
腰
を
医
師
に
治
し
て
も
ら

う
が
薬
代
が
な
く
、
代
わ
り
に
天
候
を
守
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
一
方
、
蟹
は
狂
言

「
蟹
山
伏
」
に
蟹
の
精
と
し
て
登
場
し
、
旅
途
中
の
山
伏
二
人
を
襲
う
。
有
力
な
典
拠

や
背
景
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
狂
言
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
た
場
面
と
見

な
し
て
お
き
た
い
。
蟷
螂
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
主
題
に
関
わ
ら
ず
画
面
の

物
語
を
膨
ら
ま
せ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
［
下
12
］　

迦
陵
頻
伽
と
鳥
さ
し

松
の
枝
先
に
止
ま
る
迦
陵
頻
伽
め
が
け
て
、
幹
の
陰
か
ら
鳥
さ
し
が
鳥
黐
を
塗
っ
た

黐
竿
を
差
し
向
け
る
。
想
像
上
の
鳥
で
極
楽
浄
土
に
住
み
美
し
い
声
で
鳴
い
た
と
い
う

迦
陵
頻
伽
は
蓮
の
花
を
手
に
し
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
蓮
池
が
広
が
る
。

鳩
摩
羅
什
訳
『
佛
説
阿
弥
陀
經
』
ほ
か
、
迦
陵
頻
伽
に
鳥
さ
し
と
関
連
す
る
典
拠
は

な
い
。
鳥
さ
し
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
古
典
画
題
の
登
場
人
物
で
は
な
く
当
代
の
人
物

（
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）

（
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）

（
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）（
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）

（
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）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

四
〇

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
場
面
の
主
題
は
鳥
さ
し
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
さ

し
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
「
三
十
二
番
職
人
歌
合
絵
」
に
、
三
番
左
の
鶯
飼
と
と

も
に
三
番
右
に
黐
竿
を
傍
ら
に
置
き
鳥
を
手
に
取
っ
た
姿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
に
は
、
鷹
匠
に
仕
え
餌
用
の
小
鳥
を
捕
ま
え
て
い
た
と
い
う
。

既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
久
隅
守
景
筆
「
鷹
狩
図
屏
風
」（
日
東
紡
績
株
式
会
社
蔵
）

の
左
隻
第
八
扇
に
、
樹
上
の
鳥
を
黐
竿
で
狙
う
鳥
さ
し
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人

物
の
姿
態
は
異
な
る
が
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
に
は
、
近
い
構
図
で
鳥
を
火
縄
銃

で
狙
う
猟
師
が
収
録
さ
れ
る（
挿
図
11
）。
興
味
深
い
の
は
、
本
書
の
猟
師
に
つ
い
て
の

解
説
で
猟
師
は
殺
生
を
す
る
こ
と
か
ら
忌
避
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
点
で
あ

る
。［
上
16
］で
見
た
漁
同
様
に
殺
生
に
関
わ
る
職
能
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

看
過
し
が
た
い
。

（
79
）

　
［
下
13
］　

六
祖
・
天
神
ら
の
風
流
踊

杵
を
担
い
だ
六
祖
慧
能（
六
三
八
〜
七
一
三
）、
松
枝
を
担
い
だ
五
祖
弘
忍（
六
〇
二
〜

七
五
）、
棒
で
茶
碗
を
廻
し
右
手
に
梅
枝
を
持
つ
天
神（
菅
原
道
真　

八
四
五
〜
九
〇
三
）、

鉄
枴
仙
人（
李
鉄
枴　

生
歿
年
未
詳
）が
撥
を
持
ち
叩
く
太
鼓
を
抱
え
る
蝦
蟇
仙
人（
劉
海

蟾　

生
歿
年
未
詳
）と
蝦
蟇
、
袖
を
上
げ
踊
る
蘇
東
坡（
一
〇
三
六
〜
一
一
〇
一
）、
横
笛
を

吹
く
張
良（
生
年
未
詳
〜
前
一
八
六
）、
腰
鼓
を
打
つ
樊
噲（
生
年
未
詳
〜
前
一
八
九
）、
扇

を
持
っ
て
舞
う
渡
辺
綱（
九
五
三
〜
一
〇
二
五
）、
小
鼓
を
打
つ
明
恵
上
人（
一
一
七
三
〜

一
二
三
二
）、
縦
笛
を
吹
く
朝
比
奈
義
秀（
一
一
七
六
〜
歿
年
未
詳
）、
拍
子
木
を
打
つ
義
経

伝
説
上
の
熊
坂
長
範
が
描
か
れ
る
。

石
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
能
狂
言
、
幸
若
舞（
中
略
）な
ど
の
芸

能
や
文
学
で
特
に
親
し
ま
れ
た
英
雄
、
主
人
公
ば
か
り
で
あ
る
」。
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
傾
向
か
ら
言
え
ば
、
群
像
表
現
で
描
か
れ
る
本
場
面
は
、［
下
5
］猩
々
・
酒
呑
童
子

ら
の
酒
宴
に
比
べ
、
登
場
人
物
の
典
拠
は
風
流
踊
と
い
う
主
題
に
あ
ま
り
関
係
が
な

い
。
細
か
に
見
て
み
る
と
、
天
神
が
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
茶
碗
廻
し
で
あ
る
。
江
戸

時
代
初
期
に
編
ま
れ
た
軍
書
「
甲
陽
軍
艦
」
八
品
「
判
兵
庫
星
占
之
事
、
付
長
坂
長
閑

面
目
ヲ
失
事
」
に
は
、
鼻
の
先
に
載
せ
た
矢
の
二
、
三
倍
の
長
さ
の
棒
の
上
に
茶
碗
を

置
き
、く
る
く
る
と
回
し
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
放
下
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
人

倫
訓
蒙
図
彙
』
巻
七
に
は
、
同
様
の
皿
廻
し
の
放
下
が
描
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

近
世
初
期
風
俗
画
に
描
か
れ
る
よ
う
な
当
時
の
風
流
踊
を
描
く
こ
と
が
本
場
面
の
眼
目

な
の
だ
ろ
う
。

　
［
下
14
］　

浄
瑠
璃
御
前
と
を
く
り

浄
瑠
璃
御
前
が
照
手
の
代
わ
り
に
、
餓
鬼
阿
弥
姿
の
を
く
り（
小
栗
）を
車
で
曵
く
。

後
ろ
に
続
く
三
人
の
子
供
ら
の
内
一
人
の
手
に
は
、
笹
が
握
ら
れ
る
。

浄
瑠
璃
御
前
と
を
く
り
は
そ
れ
ぞ
れ
、
岩
佐
又
兵
衛
筆
「
上
瑠
璃
物
語
絵
巻
」（
Ｍ

（
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）

（
81
）

（
82
）

（
83
）

挿図11　人倫訓蒙図彙　巻三　挿絵
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Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）や
同
筆
「
小
栗
判
官
絵
巻
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）に
も
描
か
れ
る
、

浄
瑠
璃
「
浄
瑠
璃
物
語
」
と
説
教
節
「
を
く
り
」
の
主
人
公
で
あ
る
。
子
供
ら
の
手
に

笹
が
描
か
れ
る
の
は
、
照
手
が
餓
鬼
阿
弥
姿
の
を
く
り
を
曳
く
際
、
狂
女
の
姿
に
擬
し

て
い
た
こ
と
に
因
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
浄
瑠
璃
お
よ
び
説
教
節
は
、
十
七
世
紀
の
市

井
に
お
い
て
、
と
も
に
人
形
を
用
い
た
大
道
芸
め
い
た
展
開
を
み
せ
高
い
人
気
を
誇
っ

た
と
さ
れ
、
細
部
に
物
語
が
反
映
さ
れ
た
本
場
面
も
そ
の
影
響
下
で
生
ま
れ
た
と
見
な

せ
る
。

［
下
15
］　

網
に
か
か
る
琴
高
仙
人

舟
か
ら
漁
師
の
投
げ
た
投
網
に
、
鯉
に
乗
っ
た
琴
高
仙
人
が
亀（
ス
ッ
ポ
ン
か
）と
と

も
に
引
っ
か
か
る
。
舟
の
上
で
は
、
そ
の
様
子
を
見
て
、
漁
師
は
呆
れ
笑
い
、
三
人
の

子
供
た
ち
は
指
差
し
笑
う
。

涿
水
に
潜
り
龍
の
子
を
取
っ
て
来
る
と
弟
子
に
言
い
遺
し
た
あ
と
、
約
束
の
日
に
赤

い
鯉
に
乗
っ
て
現
れ
た
と
い
う
琴
高
仙
人（
生
歿
年
未
詳
）の
典
拠
を
素
直
に
転
じ
て
作

ら
れ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
一
方
で
、［
上
16
］阿
弥
陀
如
来
ら
の
漁
と
同
様
に
、
漁
も

主
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
山
村
の
漁
撈
実
態
を
反
映
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
製
作
時
期
よ
り
も
百
年
ほ
ど
後
の
史
料
に
な
る
が
、
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）に
刊

行
さ
れ
た
『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
巻
五
、「
淀
鯉
」
の
項
に
は
、
舟
に
乗
っ
た
漁
夫
が

投
網
で
鯉
漁
を
す
る
図
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
投
網
と
琴
高
仙
人
と
い
う
組
み
合
わ
せ

が
、
鯉
を
投
網
で
捕
ら
え
る
と
い
う
当
時
の
漁
撈
事
情
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）主
題
の
分
類

こ
れ
ま
で
、「
戯
画
図
巻
」
の
諧
謔
表
現
に
関
し
て
は
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
次
の
三

点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

一
、
動
物
の
擬
人
化
と
、
特
定
人
物
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
滑
稽
さ
を
引
き

出
す
。

二
、
故
事
人
物
の
風
貌
に
脚
色
を
加
え
、「
や
つ
し
」
の
趣
向
に
よ
っ
て
滑
稽
さ
を

表
す
。
曲
技
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
を
先
例
と
す
る
。

三
、
和
漢
・
聖
俗
・
古
今
・
公
武
に
わ
た
る
人
物
を
組
み
合
わ
せ
た
群
像
表
現
を
多

用
す
る
。

し
か
し
、
徳
川
本
に
含
ま
れ
る［
上
2
］孔
明
と
一
寸
法
師
の
曲
技
や
、［
上
12
］白
衣

観
音
の
射
撃
な
ど
、
十
七
世
紀
当
時
の
風
俗
を
元
に
し
た
場
面
は
石
田
氏
の
想
定
か
ら

は
外
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
全
体
の
ど
れ
ほ
ど
を
占
め
る
の
か
。

そ
こ
で
、
前
章
で
行
な
っ
た
登
場
人
物
の
典
拠
と
場
面
の
主
題
の
検
討
を
基
に
、

「
戯
画
図
巻
」
の
主
題
を
分
類
す
る
と
、［
表
1
］徳
川
本
の
主
題
分
類
表
の
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
放
下
な
ど
の
曲
技
や
武
家
の
武
術
・
砲
術
と
い
っ
た
十
七
世
紀

当
時
の
文
物
は
、
徳
川
本
の
中
で
は
約
四
割
を
占
め
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
判
る
。
つ
ま
り
、
石
田
氏
が
狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」
に
お
い
て
指
摘
し

た
、「
式
楽
と
し
て
能
楽
、
狂
言
を
た
し
な
み
、
俳
譜
、
狂
歌
」
を
享
受
し
、「
和
漢
の

古
典
常
識
を
共
有
」
し
た
「
武
家
の
教
養
文
化
」
と
の
密
接
な
関
連
性
に
加
え
、
同
時

代
の
文
物
を
描
く
こ
と
も
「
戯
画
図
巻
」
の
眼
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

同
時
に
、
正
月
風
景
と
い
う
「
月
次
絵
」
初
め
の
主
題
を
冒
頭
に
置
く
巻
が
上
巻
に
相

応
し
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　

三　

戯
画
図
巻
諸
本
の
比
較
検
討

次
に
諸
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
類
本
の
基
本
情
報
を
列
挙
し
、
比
較
検
討
か
ら
諸

本
間
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
収
録
場
面
数
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
再
検

（
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）

（
85
）

（
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）

（
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）

（
88
）
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討
に
際
し
、
場
面
の
区
切
り
を
再
考
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
た
場
面
数
と
若

干
異
な
る
。

①　

徳
川
本（
前
述
の
と
お
り
）

②　

筆
者
未
詳
「
滑
稽
仏
画
」
一
巻　

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵（
以
下
「
東
京
藝

大
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
縦
三
四
・
〇
糎　

長
六
八
四
・
七
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

収
録
場
面
数
‥
十
一
場
面

③　

筆
者
未
詳
「
聖
賢
漫
画
」
二
巻　

武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館
蔵（
以
下

「
武
蔵
美
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
上
巻　

縦
三
七
・
五
糎　

長
二
七
九
・
六
糎

下
巻　

縦
三
八
・
一
糎　

長
一
〇
五
〇
・
八
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

備
考
：
款
記
・
印
章
は
な
い
が
、
下
巻
末
に
「
天
明
元
年（
一
七
六
一
）日
閏
五
月

一
三
日
」
の
墨
書
あ
り
。

収
録
場
面
数
：
十
七
場
面

④　

狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」
一
巻　

福
岡
市
美
術
館
蔵（
以
下
「
昌
運
本
」
と

略
称
す
る
）

法
量
：
縦
二
八
・
六
糎　

長
一
三
三
四
・
八
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

款
記
：「
狩
野
昌
運
季
信
圖
之
」

印
章
：「
釣
深
斎
」
朱
文
方
印

収
録
場
面
数
：
二
十
三
場
面

（
89
）

（
90
）

主題分類 該当場面 検討の余地
を残す場面 合計場面数 全体に占め

る割合（％）

17世紀当時
の文物

風俗画題材 上1、上11、上17、下2、下9、下13

19（2）

6

40.4

12.8
狩猟・漁撈に関する職能 上15、上16、下12、下15 上7、上13 6（2） 12.8
曲技 上2、下4、下13 3 6.4
武芸 上12、下1 2 4.2
渡来物 下4、下8 2 4.2

登場人物の典拠の翻案 上4、上7、上8、上9、上10、上11、
下1、下3、下6、下9、下15 下2 12（1） 25.5

能・狂言 上3、上12、下5、下7、下10 下2、下11 7（2） 14.9
鳥獣人物戯画 上3、上5、上12、下3 4 8.5
史実 上5、下10 2 4.3
古絵巻の図様 上6 1 2.1
浄瑠璃・説教節 下14 1 2.1
舞楽 上3 1 2.1

（総計） 47（5） 99.9

［表1］徳川本の主題分類表

凡例：本表は、徳川本の収録場面での検討で得られた分析を元に、徳川本の主題を分類し、場面数を示した表である。
場面によっては、複数の要素から成っているため、複数の主題に同一場面が重複することがある。
鳥獣人物戯画の項目については、特に主題に「鳥獣人物戯画」が関わっている場合につき、計上した。

「検討の余地を残す場面」には分類に当てはまる可能性があるものの、強く判断出来ない場面を記入した。
合計場面数は、該当場面数と検討の余地を残す場面数を足した数であり、検討の余地を残す場面数については（　）内に
記した。
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⑤　

伝
狩
野
探
幽
筆
「
探
幽
狂
画
」
二
巻　

個
人
蔵（
以
下
「
暁
斎
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
上
巻　

縦
二
八
・
〇
糎　

長
一
〇
七
一
・
九
糎

下
巻　

縦
二
七
・
八
糎　

長
九
三
六
・
〇
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

備
考
：
款
記
・
印
章
な
し
。
河
鍋
暁
斎
旧
蔵
。

収
録
場
面
数
：
二
十
場
面

⑥　

狩
野
永
納
筆
「
滑
稽
図
絵
巻
」
一
巻　

個
人
蔵（
以
下
「
永
納
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
二
九
・
三
糎　

長
八
六
九
・
四
糎

材
質
：
紙
本
著
彩

款
記
：「
永
納
筆
」

印
章
：「
山
静
」
白
文
方
印
、「
永
納
」
朱
文
方
印

収
録
場
面
数
‥
十
二
場
面
収
録
。

⑦　

狩
野
為
信
筆
「
戯
画
図
巻
」
二
巻　

ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵（
以
下
「
為
信
本
」
と
略

称
す
る
）

法
量
：
上
巻　

縦
三
一
・
四
糎　

長
一
〇
七
一
・
五
糎

　
　
　

下
巻　

縦
三
一
・
八
糎　

長
一
〇
九
一
・
七
糎

材
質
：
絹
本
淡
彩

款
記
：
上
巻
「
狩
野
為
信
筆
」、
下
巻
「
狩
野
為
信
筆
」

印
章
：
上
巻
「
狩
野
主
水
」
白
文
円
印
・「
狩
野
為
信
」
朱
文
壺
印

　
　
　

下
巻
「
狩
野
主
水
」
白
文
円
印
・「
狩
野
為
信
」
白
文
方
印

収
録
場
面
数
：
未
詳

⑧　

狩
野
如
川
周
信
筆
「
戯
画
図
巻
」
一
巻　

大
英
博
物
館
蔵（
以
下
「
周
信
本
」
と
略

称
す
る
）

法
量
：
縦
三
一
・
二
糎　

長
五
〇
九
・
一
糎

材
質
：
絹
本
淡
彩

款
記
：「
周
信
筆
」

印
章
：「
如
川
斎
」
朱
文
方
印

収
録
場
面
数
：
十
場
面

ま
ず
、
②
東
京
藝
大
本
は
、
麻
布
一
本
松
狩
野
家
伝
来
資
料
の
内
の
一
つ
で
、
粉
本

で
あ
る
。［
表
2
］諸
本
収
録
場
面
一
覧
表
に
示
し
た
と
お
り
、
①
徳
川
本
の［
上
6
］か

ら［
上
17
］を
写
し
た
内
容
で
、［
上
6
］韋
駄
天
の
凧
揚
げ
が
凧
の
尾
の
み
が
次
の
場
面

上
部
に
遺
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、［
上
13
］福
禄
寿
の
龍
釣
の
み
欠
失
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
③
武
蔵
美
本
同
様
に
、
①
徳
川
本
と
雲
や
花
卉
の
形
状
が
一
致
す
る
箇
所

が
多
い
こ
と
か
ら
、
①
徳
川
本
も
し
く
は
同
内
容
の
原
本
を
基
に
し
た
粉
本
と
言
え
る
。

③
武
蔵
美
本
は
、
尾
張
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
川
崎
千
虎（
一
八
三
六
〜
一
九
〇
二
）と

そ
の
孫
小
虎（
一
八
八
六
〜
一
九
七
七
）が
蒐
集
し
た
絵
巻
の
一
つ
で
あ
る
。
今
回
は
、
先

述
の
と
お
り
、
正
月
風
景
が
「
戯
画
図
巻
」
の
巻
頭
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
回
は
正
月
の
場
面
を
収
め
る
短
巻
を
上
巻
と
し
た
。
寄
贈
の
時
点
で
は
ま
く

り
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の
後
裏
打
ち
を
施
し
巻
物
に
改
装
し
た
と
い
う
。
現
在
別
々
の

箱
で
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
致
か
ら
同
時
期
に
製
作
さ
れ
た
粉
本
と
考
え
ら
れ
る
。

粉
本
で
あ
る
が
、
明
度
の
高
い
絵
具
で
付
彩
さ
れ
て
お
り
、
他
に
較
べ
色
彩
豊
か
な

印
象
を
受
け
る
。［
表
2
］に
示
し
た
と
お
り
、
収
録
場
面
は
①
徳
川
本
を
部
分
的
に
省

い
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
①
徳
川
本［
上
7
］西
行
の
兎
殺
の
場
面
に
描
か
れ
る
雲
の

形
を
は
じ
め
、
細
部
の
表
現
も
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。
た
だ
し
、［
上
3
］蛙
の
舞
楽

を
細
か
に
見
る
と
、
①
徳
川
本
と
異
な
る
花
卉
の
描
き
込
み
も
見
ら
れ
る（
挿
図
12
）。

ま
た
、［
上
12
］白
衣
観
音
の
射
撃
で
は
、
①
徳
川
本
と
②
東
京
藝
大
本
が
百
衣
観
音
の

背
景
の
瀧
を
ほ
ぼ
同
一
の
寒
巌
と
し
た
景
色
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
③
武
蔵
美
本

（
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順序
内容
①徳川本 ②東京芸大本 ③武蔵美本 ④昌運本 ⑤暁斎本 ⑥永納本 ⑧周信本

上1 正月風景 上6 上1 上1 上6（富士を背景にした猿
の親子が添景に続く）

上6（風神は鷲にさらわれ、続いて富士の麓に開いた穴か
ら、武士がその様子を見上げる） 眉毛を蟹に引っ張られる寿老人

上2 孔明と一寸法師の曲技 上7 上10 上2 下5 下2（雙六の博奕のみ） 琴高仙人と鯉の世話をする猩々

上3 蛙の舞楽 上8 上8 上3 下6 下1（仁王と地蔵菩薩の相撲のみ） 水面に浮かぶ布袋と杖、それを近くの岩洞から見つめ
る布袋

上4 懶瓚の蛤焼 上9 上4 下7 下2（カルタの博奕のみ） 陸地に上がった蛸を、韃靼人の騎馬二騎が弓矢と槍で
狙う

上5 空海と文覚の足相撲 上10 上5 下8 落武者と兎の首綱引 鹿と猫と狸が、酒宴とともに三味線や笛を吹く

上6 鷲に運ばれる風神 上11（凧の尾のみが次の
場面上部に遺る） 上10 下9 上15 琵琶法師含む盲人たちと犬とのじゃれ合い

上7 西行の兎殺 上12 上11 文覚の荒行 陸上の辨慶が海中の岩の上の蛸に薙刀を取られる 大きな瓢箪に戯れる白黒二匹の手長猿と兎
上8 張果老と虹吹きモグラ 上14 上12 下10 下10 鍾馗の足に灸を据える猩々、猪に乗る梟と小禽
上9 蜘蛛の巣にかかる費長房 上15 上13 下11 上11（捷疾鬼が糸巻きを持ち、韋駄天の凧揚げを手伝う） 富士を背に放電する雷神と驚き逃げる烏天狗
上10 鶯と蛙の歌合と通円・楽阿弥 上16 上14 下12 上4 宇治川の先陣争い
上11 韋駄天の凧揚げ 上17 上15 下13 上3（添景として唐子二人と布袋の布袋のみが続く）

上12 白衣観音の射撃 下15 下14（山羊に乗った手長
猿が続く） 下15

上13 福禄寿の龍釣 下12 下15
上14 善導大師と鯰 下5
上15 普賢菩薩の鵜飼漁 下6
上16 阿弥陀如来らの漁 下7
上17 阿難たちの酒宴 下13
上18 下14
上19 上8
上20 下8
上21 下9
上22 下11
上23 上9

下1 大黒や天狗らの武術、仁王と
地蔵菩薩の相撲 上6 寿老人と猿の首綱引

下2 雙六とカルタの博奕 上2 下3
下3 不動明王の逆立ち 上3 下4
下4 隠元の蜘蛛舞 上4 上16
下5 猩々・酒呑童子らの酒宴 上5 上17
下6 弁慶と一寸法師 上17 下1
下7 翁 上11 下2
下8 乙御前の行列 上12
下9 龐居士一家と太公望の蜻蛉釣 上13
下10 日蓮と法然の腕相撲 上14
下11 蟹に挟まれる雷神 上15
下12 迦陵頻伽と鳥さし 上16
下13 六祖・天神らの風流踊 上7
下14 浄瑠璃御前とをくり 上9
下15 網にかかる琴高仙人

構図や人物といった微細な異同については特に記さないが、各場面の主題および解釈に差異が生じうる異同について
は、表現を変えたり（　）内に文言を加えたり等して適宜補った。
⑥狩野為信筆「戯画図巻」については、全図を確認する事が出来なかったため、図版で得られた場面の情報を本文中に
記すのみとした。
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順序
内容
①徳川本 ②東京芸大本 ③武蔵美本 ④昌運本 ⑤暁斎本 ⑥永納本 ⑧周信本

上1 正月風景 上6 上1 上1 上6（富士を背景にした猿
の親子が添景に続く）

上6（風神は鷲にさらわれ、続いて富士の麓に開いた穴か
ら、武士がその様子を見上げる） 眉毛を蟹に引っ張られる寿老人

上2 孔明と一寸法師の曲技 上7 上10 上2 下5 下2（雙六の博奕のみ） 琴高仙人と鯉の世話をする猩々

上3 蛙の舞楽 上8 上8 上3 下6 下1（仁王と地蔵菩薩の相撲のみ） 水面に浮かぶ布袋と杖、それを近くの岩洞から見つめ
る布袋

上4 懶瓚の蛤焼 上9 上4 下7 下2（カルタの博奕のみ） 陸地に上がった蛸を、韃靼人の騎馬二騎が弓矢と槍で
狙う

上5 空海と文覚の足相撲 上10 上5 下8 落武者と兎の首綱引 鹿と猫と狸が、酒宴とともに三味線や笛を吹く

上6 鷲に運ばれる風神 上11（凧の尾のみが次の
場面上部に遺る） 上10 下9 上15 琵琶法師含む盲人たちと犬とのじゃれ合い

上7 西行の兎殺 上12 上11 文覚の荒行 陸上の辨慶が海中の岩の上の蛸に薙刀を取られる 大きな瓢箪に戯れる白黒二匹の手長猿と兎
上8 張果老と虹吹きモグラ 上14 上12 下10 下10 鍾馗の足に灸を据える猩々、猪に乗る梟と小禽
上9 蜘蛛の巣にかかる費長房 上15 上13 下11 上11（捷疾鬼が糸巻きを持ち、韋駄天の凧揚げを手伝う） 富士を背に放電する雷神と驚き逃げる烏天狗
上10 鶯と蛙の歌合と通円・楽阿弥 上16 上14 下12 上4 宇治川の先陣争い
上11 韋駄天の凧揚げ 上17 上15 下13 上3（添景として唐子二人と布袋の布袋のみが続く）

上12 白衣観音の射撃 下15 下14（山羊に乗った手長
猿が続く） 下15

上13 福禄寿の龍釣 下12 下15
上14 善導大師と鯰 下5
上15 普賢菩薩の鵜飼漁 下6
上16 阿弥陀如来らの漁 下7
上17 阿難たちの酒宴 下13
上18 下14
上19 上8
上20 下8
上21 下9
上22 下11
上23 上9

下1 大黒や天狗らの武術、仁王と
地蔵菩薩の相撲 上6 寿老人と猿の首綱引

下2 雙六とカルタの博奕 上2 下3
下3 不動明王の逆立ち 上3 下4
下4 隠元の蜘蛛舞 上4 上16
下5 猩々・酒呑童子らの酒宴 上5 上17
下6 弁慶と一寸法師 上17 下1
下7 翁 上11 下2
下8 乙御前の行列 上12
下9 龐居士一家と太公望の蜻蛉釣 上13
下10 日蓮と法然の腕相撲 上14
下11 蟹に挟まれる雷神 上15
下12 迦陵頻伽と鳥さし 上16
下13 六祖・天神らの風流踊 上7
下14 浄瑠璃御前とをくり 上9
下15 網にかかる琴高仙人

凡例：本表は、作品概要で列挙した戯画図巻の諸本に収録される場面を一覧にした。
順序の列に振った数字については、上・下は収録巻を示し、単巻の場合は上のみとした。数字は各巻の中での収録順序
を示す。
①徳川本に関しては、場面内容を記し、それ以外の諸本については、徳川本と共通する場面の順序を記し、欠失や主題
に関わる異同がある場合は内容を（　）内に追記した。

［表2］諸本収録場面一覧表
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は
葉
叢
を
と
も
な
う
樹
木
を
添
え
、
そ
の
雰
囲
気
を
違
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
②
と
同

様
、
①
徳
川
本
と
近
し
い
同
内
容
の
原
本
を
基
に
し
た
粉
本
と
言
え
る
。

④
昌
運
本
は
、
本
画
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
画
面
の
省
略
な
ど
は
な
く
、

完
成
品
の
場
面
順
序
を
考
え
る
上
で
基
準
と
な
る
。
本
画
で
あ
り
な
が
ら
、
徳
川
本
と

同
様
に
、
各
人
物
の
脇
に
人
物
名
を
墨
書
す
る
。
石
田
氏
は
、
狂
歌
を
主
題
と
し
て
製

作
さ
れ
「
右
之
画
図
者
狩
野
季
信
筆
也　

慶
友
法
師
自
詠
自
筆
書
之
寛
文
六
年
午
霜
月

十
一
日（
花
押
）」
と
い
う
半
井
卜
養（
一
六
〇
七
〜
七
九
）に
よ
る
奥
書
を
有
す
る
、
半
井

卜
養
賛
・
狩
野
昌
運
筆
「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」（
所
在
不
明
）に
昌
運
本
と
の
関
係
性
を
見
出

し
、「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」
が
昌
運
本
に
先
行
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
昌
運
の
法
橋
叙
任

が
福
岡
黒
田
藩
の
画
用
を
勤
め
始
め
た
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）よ
り
遡
る
と
し
、
昌
運

本
が
寛
文
六
年（
一
六
六
六
）か
ら
元
禄
三
年
の
間
に
製
作
さ
れ
た
と
し
た
。

収
録
場
面
は
、
す
べ
て
①
徳
川
本
に
含
ま
れ
て
い
る
。
前
半
は
①
徳
川
本
の［
上
1
］

（
97
）

か
ら［
上
5
］、［
上
10
］か
ら［
上
15
］、［
下
15
］で
、
後
半
は［
下
12
］、［
下
5
］か
ら［
下

7
］、［
下
13
］［
下
14
］、［
上
8
］、［
下
8
］［
下
9
］、［
下
11
］［
上
9
］で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
①
徳
川
本
を
組
み
替
え
て
製
作
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
①
徳

川
本
で
は
、
西
行
が［
上
7
］西
行
の
兎
殺
と［
下
5
］猩
々
・
酒
呑
童
子
ら
の
酒
宴
両
方

に
、
ま
た
観
音
が［
上
12
］白
衣
観
音
の
射
撃
と［
下
2
］カ
ル
タ
の
博
奕
両
方
に
重
複
し

て
登
場
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
④
昌
運
本
で
は
そ
の
重
複
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
本
来
一
対
で
あ
り
同
時
に
構
想
さ
れ
て
い
る
べ
き
風
神
・
雷
神
や
普
賢
・
文
殊
菩
薩

が
、
①
徳
川
本
と
⑤
暁
斎
本
に
共
に
含
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
④
昌
運
本
は
⑥
永
納
本

同
様
に
、
片
方
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
①
徳
川
本
と
の
先
後
関
係
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
①
徳
川
本
・
②
東
京
藝
大

本
・
③
武
蔵
美
本
が
各
場
面
の
人
物
配
置
・
構
図
・
筆
致
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
の
に
対

し
て
、
④
昌
運
本
で
は
人
物
配
置
と
構
図
を
大
方
共
通
さ
せ
つ
つ
も
、
筆
致
を
変
え
、

そ
れ
に
と
も
な
い
背
景
表
現
や
人
物
の
姿
態
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
模
本
製
作

に
お
い
て
生
じ
る
写
し
崩
れ
や
改
変
に
着
目
し
比
較
検
討
す
る
。
①
徳
川
本［
上
4
］

と
④
昌
運
本［
上
4
］の
懶
瓚
の
蛤
焼（
挿
図
13
）を
比
較
し
て
み
る
と
、
懸
崖
周
辺
の
描

写
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
①
徳
川
本
で
は
、
懶
瓚
の
奥
に
そ
び
え
る
巌
壁
と
そ
の
手
前

の
岩
は
、
懶
瓚
が
自
分
の
世
界
を
作
り
込
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
奥
行
き
を
作
り
出
し
て

い
る
が
、
④
昌
運
本
で
は
、
岩
が
巌
壁
の
下
に
潜
り
込
み
、
結
果
と
し
て
奥
行
き
の
な

い
平
面
的
で
や
や
窮
屈
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
①
徳
川
本［
上
12
］と
④
昌

運
本
［
上
8
］の
白
衣
観
音
の
射
撃（
挿
図
14
）で
は
、
①
徳
川
本
で
は
白
衣
観
音
の
後

ろ
で
龍
女
が
火
縄
の
火
を
保
と
う
と
し
て
い
る
が
、
④
昌
運
本
で
は
龍
女
は
姿
勢
を
変

え
、
何
の
為
に
火
縄
を
持
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
徳
川
本
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
粉
本
で
あ
る
た
め
、
当
然
祖
本
か
ら
の

写
し
崩
れ
や
欠
失
が
存
在
す
る
。［
上
17
］阿
難
た
ち
の
酒
宴
で
、
右
膝
を
立
て
る
親
鸞

挿図12　武蔵美本　上3　蛙の舞楽　部分



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

四
七

を
見
れ
ば
、
そ
の
膝
が
隣
の
阿
難
の
左
膝
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
先
述
の
と
お
り［
下
8
］乙
御
前
の
行
列
で
は
、
拾
得
の
持
つ
長
刀
の
柄
先
が
紙
継

と
と
も
に
切
れ
て
し
ま
い
、
続
く
登
場
人
物（
お
そ
ら
く
は
の
ろ
ま
）が
除
か
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
①
徳
川
本
は
④
昌
運
本
よ
り
も
描
写
内
容

に
先
行
性
を
有
す
る
が
、
粉
本
で
あ
る
が
故
に
欠
失
し
て
し
ま
っ
た
情
報
が
④
昌
運
本

に
留
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
関
係
と
な
る
。

⑤
暁
斎
本
は
、
香
雪
美
術
館
に
お
い
て
平
成
二
十
四
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
「
狩
野
派
の
絵
画　

室
町
か
ら
明
治
ま
で
」
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
、
河
鍋

暁
斎（
一
八
三
一
〜
八
九
）旧
蔵
本
で
あ
る
。
落
款
・
印
章
は
な
く
、
箱
蓋
表
に
「
探
幽
狂

画
」、
下
巻
末
の
軸
付
紙
に
付
さ
れ
た
暁
斎
に
よ
る
墨
書
中
に
「
探
幽
狂
画
」
と
あ
り
、

筆
者
を
狩
野
探
幽
と
伝
え
る
。
し
か
し
、
筆
致
は
筆
の
緩
急
の
抑
制
が
あ
ま
り
利
い
て

お
ら
ず
精
細
さ
に
か
け
、
著
彩
も
や
や
粗
雑
で
あ
り
、
探
幽
の
筆
致
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。

（
98
）

収
録
さ
れ
る
場
面
内
容
は
、
⑥
永
納
本
に
収
録
さ
れ
る［
上
1
］鷲
に
運
ば
れ
る
風
神

が
含
ま
れ
る
一
方
で
、
①
徳
川
本
に
収
録
さ
れ
る［
下
4
］隠
元
の
蜘
蛛
舞
が
含
ま
れ
て

お
り
、
複
数
の
系
統
が
混
じ
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、
①
徳
川
本
や
③
昌
運
本
と

比
較
す
る
と
、
徳
川
本
に
描
か
れ
る
人
物
の
表
現
が
江
戸
初
期
の
狩
野
派
絵
画
の
人
物

図
に
近
し
い
一
方
で
、
⑤
暁
斎
本
は
人
物
表
現
が
よ
り
自
由
に
な
り
、
結
果
「
酒
飯
論

絵
巻
」
を
基
に
描
か
れ
た［
下
5
］阿
難
た
ち
の
酒
宴
な
ど
は
、「
酒
飯
論
絵
巻
」
が
源

泉
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
去
っ
た
よ
う
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
郷
司
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
和
六
年（
一
七
六
九
）刊
『
狂
画
苑
』
と

は
二
十
四
図
が
共
通
し
、
⑤
暁
斎
本
も
し
く
は
同
内
容
の
作
品
が
、
図
様
と
し
て
普
及

し
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
永
納
本
は
、
①
徳
川
本
に
近
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
が
、
徳
川
本［
上
6
］で
鷲
に

運
ば
れ
て
い
た
風
神
が
、
鷲
に
腰
帯
を
掴
ま
れ
う
な
だ
れ
る
よ
う
に
身
を
折
り
た
た

み
、
両
手
は
風
袋
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
風
神
に
続
い
て
富
士
の
麓
に

開
い
た
穴
か
ら
そ
の
様
子
を
見
上
げ
る
武
士
を
描
く
と
い
う
、
同
様
の
場
面
に
独
特
の

追
加
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、［
上
7
］陸
上
の
辨
慶
が
海
中
の
岩
の
上
の
蛸
に
薙
刀

を
取
ら
れ
る
、
と
い
う
①
徳
川
本
や
④
昌
運
本
に
は
見
ら
れ
な
い
場
面
が
描
か
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
登
場
人
物
の
選
択
や
そ
の
配
置
が
、
①
徳
川
本
や
④
昌
運
本
と
近
似
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
る
作
品
の
影
響
を
受
け
ず
に
成
立
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
①
〜
⑤
の
諸
本
が
各
登
場
人
物
の
横
に
人
物
名
を
添
書
さ
れ
る
の

に
対
し
て
、
添
書
を
一
切
し
な
い
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
る
。

な
お
、
五
十
嵐
公
一
氏
に
よ
る
狩
野
永
納
使
用
印
の
編
年
を
参
考
に
す
る
と
、
慶
安

四
年（
一
六
五
一
）以
降
、
永
納
の
歿
年
で
あ
る
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）以
前
の
製
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

⑦
為
信
本
は
、
芝
金
杉
片
町
狩
野
家
初
代
の
狩
野
梅
雲
為
信（
一
六
五
七
〜
一
七
一
五
）を

（
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）

（
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）

挿図13　昌運本　上4　懶瓚の蛤焼

挿図14　昌運本　上8　白衣観音の射撃　部分



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

四
八

筆
者
と
す
る
。
部
分
図
版
の
み
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
お
り
、
全
容
は
未
詳
で
あ
る
。
既

に
紹
介
さ
れ
た
図
版
を
見
る
と
、
⑥
永
納
本［
上
9
］と
同
様
の
捷
疾
鬼
が
糸
巻
き
を
持

ち
手
伝
う
韋
駄
天
の
凧
揚
げ
、
①
徳
川
本［
上
9
］の
蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房
、
①

徳
川
本［
下
9
］の
内
の
太
公
望
の
蜻
蛉
釣
、
と
い
う
三
場
面
が
確
認
で
き
る
。
ど
の
場

面
も
人
物
を
紙
幅
に
対
し
て
や
や
小
さ
く
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
点
の
安
定
し
た
画

面
展
開
が
保
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
⑥
永
納
本
同
様
、
人
物
名
の
添
書
は
確
認
で

き
な
い
よ
う
だ
。

⑧
周
信
本
は
、
木
挽
町
狩
野
家
三
代
目
狩
野
如
川
周
信（
一
六
六
〇
〜
一
七
二
八
）を
筆

者
と
す
る
。［
上
2
］琴
高
仙
人
が
鯉
を
離
れ
陸
に
上
が
り
、
代
わ
っ
て
陸
に
酒
壺
を
置

い
た
猩
々
が
水
中
で
鯉
の
世
話
を
す
る
場
面
で
は
、
琴
高
仙
人
の
典
拠
を
転
じ
た
作
画

と
な
っ
て
お
り
、「
戯
画
図
巻
」
と
全
く
の
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。
た
だ
し
、

［
表
2
］の
と
お
り
、
収
録
場
面
は
、
①
〜
⑦
と
共
通
す
る
場
面
が
全
く
な
い
。

な
お
、
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）頃
に
刊
行
さ
れ
た
大
津
絵
画
題
集
の
絵
俳
書
『
大
津

追
和
気
』（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）に
は
、
周
信
本
に
描
か
れ
る
題
材
に
共
通
す

る
「
猫
に
三
味
線
」・「
狸
の
腹
太
鼓
」・「（
猿
に
）瓢
簞
鯰
」
が
収
録
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
、「
戯
画
図
巻
」
の
系
統
と
そ
の
順
序
を
仮
定
す
る
と
次
の
と
お
り
と
な

る
。
ま
ず
、
祖
本
と
同
じ
く
し
て
異
な
る
登
場
人
物
を
用
い
て
作
ら
れ
た
祖
本
別
本
な

る
も
の
が
存
在
し
、
登
場
人
物
を
重
複
さ
せ
な
が
ら
も
両
本
の
内
容
を
粉
本
と
し
て
引

き
継
い
だ
の
が
①
徳
川
本
で
、
そ
の
更
な
る
模
本
と
い
う
三
次
的
位
置
と
な
る
の
が
②

東
京
藝
大
本
・
③
武
蔵
美
本
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
と
は
反
対
に
、
祖
本
及
び
祖
本
別
本

両
本
の
登
場
人
物
の
重
複
を
避
け
場
面
の
選
択
を
行
な
っ
た
結
果
、
対
と
し
て
収
録

さ
れ
る
べ
き
登
場
人
物（
風
神
・
雷
神
、
文
殊
・
普
賢
菩
薩
な
ど
）の
片
方
を
漏
ら
し
な
が

ら
製
作
さ
れ
た
の
が
④
昌
運
本
で
あ
る
。
同
じ
こ
ろ
、
祖
本
に
独
特
の
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
て
製
作
さ
れ
た
の
が
⑥
永
納
本
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
、
祖
本
に
近
し
い
内
容
と
な
る

が
、
時
代
が
下
り
祖
本
が
普
及
す
る
に
随
っ
て
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
⑤

暁
斎
本
・
⑦
為
信
本
で
あ
り
、
登
場
人
物
の
配
置
や
風
景
・
構
図
の
変
更
に
よ
っ
て
、

新
た
な
画
趣
の
獲
得
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
そ
れ
ま

で
の
主
題
や
登
場
人
物
を
刷
新
し
、
新
た
な
戯
画
表
現
を
目
指
し
た
の
が
、
⑧
周
信
本

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

四　

戯
画
図
巻
の
祖
本
筆
者
と
製
作
時
期
に
つ
い
て

で
は
、「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
は
、
誰
に
よ
っ
て
、
い
つ
製
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
祖
本
の
筆
者
は
、
狩
野
昌
運
に
強
い
影
響
を
与
え
る
存
在
で
あ
り
、
先
に
見
た
よ

う
に
狩
野
派
内
の
諸
家
に
よ
っ
て
学
習
さ
れ
る
祖
本
を
作
る
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
考

え
る
上
で
、
一
つ
の
基
点
と
な
る
の
が
、
徳
川
本
の
原
本
筆
者
と
暁
斎
本
の
伝
称
筆
者

で
あ
る
狩
野
探
幽
で
あ
る
。

す
で
に
昌
運
本
に
お
い
て
、
空
間
表
現
が
余
白
を
活
か
し
た
探
幽
様
式
に
拠
っ
て
い

る
こ
と
や
画
中
に
見
ら
れ
る
七
福
神
が
戯
れ
る
図
が
探
幽
周
辺
で
祝
言
的
画
題
と
し
て

重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
石
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
は
、
探
幽
に

関
わ
る
「
戯
画
図
巻
」
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
昌
運
本
と
寛
文
六
年
の
年
紀

を
伴
う
「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」
の
密
接
な
関
係
を
見
出
し
た
こ
と
か
ら
、
祖
本
の
筆
者

を
探
幽
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
石
田
氏
は
、「
卜
養
狂
歌
絵

巻
」
の
製
作
手
順
を
、
卜
養
の
狂
歌
製
作
→
昌
運
に
よ
る
絵
画
化
→
卜
養
に
よ
る
狂

歌
書
付
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
卜
養
に
よ
る
「
右
之
画
図
者
狩
野
季
信
筆
也　

慶
友
法
師
自
詠
自
筆
書
之
寛
文
六
年
午
霜
月
十
一
日（
花
押
）」
と
い
う
奥
書
か
ら
は
必

ず
し
も
そ
の
よ
う
に
読
み
取
れ
な
い
。
石
田
氏
が
紹
介
す
る
よ
う
に
、
半
井
卜
養
に
絵

を
題
材
に
し
た
狂
歌
の
作
例
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
祖
本
を
元
と
し
た
昌
運
の
絵
画
製

（
101
）

（
102
）

（
103
）

（
104
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

四
九

作
→
加
賛
と
し
て
の
卜
養
に
よ
る
狂
歌
書
付
、
の
手
順
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
卜

養
自
身
は
、
探
幽
と
の
密
接
な
交
友
で
も
知
ら
れ
る
大
徳
寺
僧
江
月
宗
玩（
一
五
七
四
〜

一
六
四
三
）が
母
方
の
叔
父
に
あ
た
り
、
そ
の
法
嗣
江
雪
宗
立（
一
五
九
五
〜
一
六
六
六
）と

の
交
友
も
確
認
で
き
る
。
卜
養
の
「
戯
画
図
巻
」
へ
の
積
極
的
な
影
響
あ
る
い
は
関
与

を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
探
幽
の
時
点
に
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
出
来
な
い
。

ま
た
、
探
幽
に
先
行
す
る
松
花
堂
昭
乗（
一
五
八
二
〜
一
六
三
九
）に
は
、
布
袋
が
足
を

上
げ
て
踊
る
玉
室
宗
珀
・
澤
庵
宗
彭
賛
「
踊
布
袋
図
」（
個
人
蔵
）や
江
月
宗
玩
賛
「
布

袋
弾
琴
図
」（
遠
山
記
念
館
蔵
）と
い
っ
た
典
拠
に
な
い
諧
謔
性
を
加
味
し
た
作
品
が
伝
存

し
て
い
る
。
ま
た
、
探
幽
に
絵
を
学
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
る
雛
屋
立
圃（
一
五
九
五
〜

一
六
六
九
）に
は
歌
仙
を
く
つ
ろ
い
だ
姿
で
描
い
た
「
休
息
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」（
諸
家
蔵
）

が
知
ら
れ
る
。

探
幽
の
絵
画
作
品
で
は
、
寛
文
十
年（
一
六
七
〇
）製
作
の
「
僧
正
遍
照
落
馬
図
」（
個

人
蔵
）に
お
い
て
、
遍
照
の
和
歌
「
名
に
め
で
て
折
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花
わ
れ
お
ち

に
き
と
人
に
か
た
る
な
」
の
歌
意
を
描
い
た
軽
快
な
筆
遣
い
で
女
郎
花
に
溺
れ
る
遍
照

の
様
子
を
描
い
て
お
り
、
元
の
文
学
的
趣
意
を
違
え
た
表
現
で
は
な
い
も
の
の
、
諧
謔

性
の
高
い
絵
画
表
現
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に「
戯
画
図
巻
」に
お
い
て
参
照
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い「
鳥
獣
人
物
戯
画
」は
、

「
探
幽
縮
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）に
そ
の
模
写
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
図
様
が

探
幽
の
画
嚢
に
納
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
探
幽
縮
図
」
に
代
表
さ
れ
る

大
量
の
粉
本
が
集
成
さ
れ
て
い
た
探
幽
の
頃
に
「
戯
画
図
巻
」
は
成
立
し
え
た
と
言
え

る
。祖

本
に
近
し
い
模
本
で
あ
る
徳
川
本
の
筆
致
や
画
風
を
見
て
み
れ
ば
、
探
幽
風
の

表
現
が
色
濃
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
本［
上
13
］福
禄
寿
の
龍
釣
で
は
、
龍
の
周
り

を
渦
巻
き
状
に
取
り
巻
く
黒
雲
の
表
現
が
、
原
本
狩
野
探
幽
筆
「
玉
取
姫
図
模
本
」（
東

（
105
）

（
106
）

京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵　

挿
図
15
）や
狩
野
益

信
筆
「
玉
取
姫
図
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）と
の
高
い

近
似
性
を
も
つ
。
徳
川
本［
上
9
］鶯
と
蛙
の
歌

合
で
は
、
蒼
頡
が
背
を
向
け
る
襖
絵
に
描
か
れ

た
山
水
図
中
の
松
の
様
態
は
、
幹
が
頂
点
で
ク

の
字
型
に
屈
曲
し
、
幹
の
途
中
か
ら
伸
び
た
枝

が
下
り
な
が
ら
他
の
枝
を
跨
ぐ
な
ど
の
点
で
、

明
暦
三
年（
一
六
五
七
）竣
工
の
西
本
願
寺
黒
書

院
二
之
間
北
側
壁
貼
付
の
「
滝
山
水
図
」
に
描

（
107
）

挿図15　原本狩野探幽筆
挿図15　玉取姫図

挿図16　畫筌　巻四

か
れ
た
松
の
表
現
に
近
し
い
。
ま
た
、［
上
8
］モ
グ
ラ
が
吹
き
出
す
虹
と
そ
の
表
現
に

は
、
狩
野
探
幽
筆
「
虹
山
水
図
」（
個
人
蔵
）が
想
起
さ
れ
る
。
各
人
物
の
や
や
腫
れ
ぼ
っ

た
い
瞼
と
垂
れ
た
目
の
表
現
も
探
幽
に
よ
る
顔
貌
表
現
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
徳
川
本［
下
2
］の
カ
ル
タ
博
奕
は
、
享
保
六
年（
一
七
二
一
）

刊
行
の
『
畫
筌
』
巻
四
に
も
同
様
の
図（
挿
図
16
）が
あ
る
。
人
物
の
密
度
が
異
な
り
一

見
同
じ
に
は
見
え
な
い
が
、「
小
兒
樗
蒲
之
戯（
せ
う
に
か
る
た
の
た
は
む
れ
）」
と
題
さ

れ
た
図
の
中
央
左
に
寄
っ
た
三
人
の
唐
子
と
、
徳
川
本
の
文
殊
・
神
農
・
六
方
の
三
者

は
、
位
置
と
姿
が
近
似
し
て
お
り
、
本
場
面
が
狩
野
派
の
粉
本
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
108
）

（
109
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
〇

［
上
9
］蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房
が
、
既
に
石
田
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
英
一

蝶
筆
「
仙
人
図
」（
個
人
蔵
）の
基
と
な
っ
て
い
る
の
に
加
え
、［
下
13
］に
見
た
風
流
行

列
中
の
鉄
枴
・
張
良
・
明
恵
は
、
英
一
蝶
筆
「
四
季
日
待
図
巻
」（
重
要
文
化
財　

出
光
美

術
館
蔵
）第
四
段
の
風
流
踊
に
描
か
れ
る
、
太
鼓
・
横
笛
・
小
鼓
を
持
つ
人
物
の
表
現
に

近
し
い
。
同
じ
人
物
の
姿
態
が
確
認
で
き
る
「
南
蛮
人
交
易
図
屏
風
模
本
」（
神
戸
市
立

博
物
館
蔵
）に
つ
い
て
は
、
石
沢
俊
氏
に
よ
っ
て
探
幽
が
製
作
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。「
戯
画
図
巻
」
の
影
響
力
の
高
さ
に
は
、
や
は
り
狩
野
派
内
に
て
影
響
力
が

高
か
っ
た
人
物
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
探
幽
に
お
い
て
、「
戯
画
図
巻
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
風
俗
的
な
画
題
の
作

品
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
探
幽
周
辺
に
よ
る
月
次
絵
あ
る
い
は
風
俗
画
に

つ
い
て
は
、
本
画
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
は
「
若
衆
観
楓
図
」（
特
種
東
海
製
紙
株
式
会
社

蔵
）・「
若
衆
観
梅
図
」（
個
人
蔵
）以
外
に
、
残
念
な
が
ら
未
だ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、『
畫
筌
』
巻
五
に
は
探
幽
筆
の
「
萬
歳
」
と
柳
栄
筆
の
「
放
下
」
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、ま
た
武
田
恒
夫
氏
に
よ
っ
て
原
本
筆
者
を
狩
野
探
幽
と
す
る
「
月
次
風
俗
図
」

十
二
幅
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
探
幽
が
同
時
代
の
風
俗
を
描
い
た
可
能
性
は
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
筆
者
を
探
幽
も
し
く
は
狩
野
派
内
で
探

幽
と
ほ
ぼ
同
等
の
地
位
に
あ
っ
た
人
物
と
推
定
す
る
妥
当
性
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
祖
本
と
な
る
作
品
の
出
現
を
待
た
ず
に
現
段
階
で
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。「

戯
画
図
巻
」
に
描
か
れ
た
曲
技
や
浄
瑠
璃
・
説
教
節
と
い
っ
た
市
井
の
庶
民
芸
能

が
、
探
幽
周
辺
に
と
っ
て
近
し
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た

い
。
探
幽
や
安
信
が
頻
繁
に
登
場
す
る
こ
と
で
も
有
名
な
松
平
直
矩（
一
六
四
二
〜
九
五
）

著
『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）十
二
月
三
日
条
に
、
松
平
上
野
守
の

邸
に
天
満
八
太
夫
が
呼
ば
れ
、『
小
栗
』
六
段
を
語
っ
て
い
る
。
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

八
月
上
旬
の
条
に
は
、
堺
町
で
浄
瑠
璃
の
ほ
か
説
経
と
し
て
、
同
じ
く
八
太
夫
に
よ
る

『
目
連
記
』
と
七
太
夫
に
よ
る
『
小
栗
』
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
日
記
の
著
者
で
あ
る
松

平
直
矩
が
通
っ
て
い
た
堺
町
は
、
江
戸
三
座
の
一
つ
中
村
座
の
地
と
し
て
も
著
名
だ

が
、
先
に
見
た
放
下
の
芸
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）刊
の
『
江
戸
総

鹿
子
』
巻
五
に
は
、
堺
町
で
操
り
見
世
物
や
狂
言
づ
く
し
と
と
も
に
放
下
の
芸
が
人
気

を
博
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
放
下
は
同
様
に
徳
川
将
軍
の
前

で
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
玉
露
叢
」
巻
三
十
七
、
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）四
月
に
、
稲
葉
正
則
が
江
戸
城
二
之
丸
で
献
茶
を
し
た
際
、
能
に
続
い
て

放
下
の
芸
が
供
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
隔
蓂
記
』
に
は
、
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）正
月
二
十
八
日
条
で
鳳
林
承
章

が
四
条
河
原
へ
蜘
蛛
舞
見
物
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
岩
橋
小
彌
太
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）正
月
二
十
九
日
条
に
は
、
御
所
で
人
形
操
を
は

じ
め
、
少
年
の
踊
・
蜘
蛛
舞
・
狂
言
な
ど
、
近
世
初
期
に
人
気
を
あ
つ
め
た
新
興
諸
芸

能
が
一
堂
に
会
し
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
探
幽
周
辺
の
交
友
圏
に
お
い
て
、

「
戯
画
図
巻
」
に
描
か
れ
る
題
材
が
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

で
は
、
い
つ
「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
は
描
か
れ
た
の
か
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
徳
川

本［
下
4
］隠
元
の
蜘
蛛
舞
で
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
来
日
し
た
即
非
如
一
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
、
萬
治
元
年（
一
六
五
八
）に
日
本
に
渡
っ
た
と
い
う
駝
鳥
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
上
限
は
萬
治
元
年
と
考
え
ら
れ
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
、「
戯
画
図
巻
」

に
関
連
す
る
「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」
が
寛
文
六
年
の
製
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
文
年
間

（
一
六
六
一
〜
一
六
七
二
）を
想
定
し
た
い
。
出
現
を
待
つ
現
段
階
で
は
、
萬
治
元
年
か

ら
寛
文
十
二
年
ま
で
の
成
立
と
み
る
の
が
限
界
で
あ
る
。 （
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
120
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
一

　
　
　

結　
　
　

語

本
稿
で
は
、
原
本
筆
者
を
狩
野
探
幽
と
伝
え
る
徳
川
本
を
中
心
に
、
江
戸
初
期
狩
野

派
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
「
戯
画
図
巻
」
の
収
録
場
面
内
容
お
よ
び
諸
本
間
の
関
係
を

考
察
し
た
。

狩
野
探
幽
周
辺
で
製
作
さ
れ
た
「
戯
画
図
巻
」
は
、
狩
野
派
内
の
古
画
学
習
と
各
画

題
に
お
け
る
図
様
・
表
現
の
定
着
や
、
支
配
者
層
が
共
有
し
て
い
た
教
養
文
化
の
様
相

の
み
を
映
す
の
で
は
な
く
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
、
十
七
世
紀
中
後

期
の
風
俗
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

十
七
世
紀
に
は
、
岩
佐
又
兵
衛
筆
「
職
人
尽
図
巻
」（
個
人
蔵
）や
「
大
黒
舞
絵
巻
」（
英

勝
寺
蔵
）ほ
か
、
七
福
神
を
中
心
に
古
典
画
題
の
人
物
を
自
由
な
絵
画
空
間
に
描
く
作

品
が
多
数
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
中
の
登
場
人
物
が
近
世
以
前
の
風
俗
や
物
語
の

題
材
の
内
に
収
斂
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
戯
画
図
巻
」
の
登
場
人
物
た
ち
は
同

じ
古
典
画
題
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
近
世
に
お
け
る
当
世
風
俗
に
身
を
溶
け

込
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
点
で
「
戯
画
図
巻
」
は
、
同
時
代
の
絵
画
表
現
に
お
い
て
新
た

な
試
み
を
摸
索
し
た
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

「
戯
画
図
巻
」
は
、
狩
野
派
以
外
の
絵
画
作
品
と
の
関
連
性
も
う
か
が
え
る
。
徳
川

本［
下
1
］仁
王
と
地
蔵
菩
薩
の
相
撲
で
見
ら
れ
た
「
か
わ
ず
が
け
」
は
、
興
味
深
い
こ

と
に
、
大
津
絵
「
奴
の
相
撲
」（
個
人
蔵
）に
同
様
の
姿
態
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
周
信
本
で
参
照
さ
れ
て
い
た
『
大
津
追
和
気
』
に
も
、
同
じ
く
「
奴
の
相
撲
」
が

お
さ
め
ら
れ
、［
下
11
］蟹
に
挟
ま
れ
る
雷
神
に
似
た
姿
態
の
雷
神
を
「
鬼
柊
鼠
」
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。『
大
津
追
和
気
』
が
俳
絵
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
田
氏
が
指
摘

し
た
狂
歌
や
俳
諧
と
の
関
係
も
含
め
た
、
幅
広
い
視
野
で
の
「
戯
画
図
巻
」
の
成
立
背

（
121
）

（
122
）

（
123
）

景
に
関
す
る
考
察
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
戯
画
図
巻
」
が
成
立
し
た
十
七
世
紀
後
半
と
い
う
時
期
に
は
、
朝
尾

直
弘
氏
に
よ
っ
て
、「
町
人
身
分
と
か
百
姓
身
分
と
い
う
も
の
が
非
常
に
安
定
し
て
再

生
産
さ
れ（
中
略
）賤
民
に
対
す
る
差
別
、
規
制
も
一
層
強
ま
っ
」
た
と
い
う
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
。
横
田
冬
彦
氏
に
よ
る
と
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
に
は
、「
芸
能
」「
職
人
」

な
ど
中
世
に
お
い
て
非
農
業
民
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
・
職
業（
人
）一
般
を
指
し
て

い
た
言
葉
が
、
近
世
に
お
い
て
狭
義
の
芸
能
や
手
工
業
職
人
に
限
定
さ
れ
て
い
く
変
化

の
様
子
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
七
巻
は
、
五
百
種
以
上
の
職
種

や
諸
身
分
を
巻
別
に
分
け
、
巻
一
に
公
卿
・
武
家
・
僧
、
巻
二
に
能
芸
部（
貴
顕
に
仕

え
る
諸
師
諸
芸
）、
巻
三
に
作
業
部（
農
村
・
山
村
・
漁
村
な
ど
の
生
業
）、
巻
四
に
商
人
部
、

巻
五
に
細
工
人
部（
工
芸
職
人
）、
巻
六
に
職
之
部（
生
活
実
用
品
に
関
す
る
職
人
）、
巻
七

に
勧
進
餬
部（
大
道
芸
や
門
附
け
芸
な
ど
）と
分
類
し
て
い
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、「
戯
画
図
巻
」
に
は
、「
月
次
絵
」
や
「
近
世
初
期
風
俗
画
」
に
時

折
描
か
れ
る
商
人
や
手
工
業
の
職
人
は
一
切
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
徳
川
本
で
は
、
描

か
れ
る
風
俗
の
ほ
と
ん
ど
の
題
材
が
巻
二（［
上
12
］鉄
炮
や［
下
7
］能
な
ど
）、
巻
三（［
上

13
〜
16
］漁
や［
下
12
］鳥
さ
し
な
ど
）、
巻
七（［
上
1
］萬
歳
や［
上
2
］放
下
、［
下
14
］浄
瑠
璃
な

ど
）に
集
中
す
る
。
一
方
「
戯
画
図
巻
」
で
の
収
録
を
避
け
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え

る
残
り
の
巻
の
内
、
身
分
に
関
す
る
巻
一
以
外
の
、
巻
四
・
五
・
六
は
、
中
世
の
「
職

人
歌
合
」
の
伝
統
を
ひ
く
項
が
目
立
つ
。
余
力
な
く
本
稿
で
は
追
究
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
後
、
近
世
史
に
お
け
る
身
分
と
職
能
の
秩
序
の
観
点
か
ら
「
戯
画
図

巻
」
に
考
察
が
加
え
ら
れ
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
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（
125
）

註（
1
）　

石
田
佳
也
「
御
用
絵
師
の
戯
画�

狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」
に
つ
い
て
」（『
サ
ン
ト



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
二

・
守
屋
毅
「
第
二
章
第
一
節　

近
世
初
期
の
歌
舞
伎
と
放
下
」（『
近
世
芸
能
興
行
史
の
研
究
』

弘
文
堂　

昭
和
六
十
年
九
月
十
日
）。

（
10
）　

浅
見
和
彦
「
一
寸
法
師
」（『
お
伽
草
子
事
典
』　

東
京
堂
出
版　

平
成
十
四
年
九
月
十
日
）。

（
11
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）近
─

頃
延
寶
年
中

ニ
有

リ二
一
侏
僡
一
名

ヲ
曰

フ二
甫
春

ト一
年
齢
可バ

カ
リ二

三
十
一�

頭
─

面
肥

ヘ
テ

大
ク�

鬢
─

髪
音
─

聲
共
相
─

應
ナ
リ

唯
手
─

足
短
─

小
ナ
ル
ヿ

如
シ二

三
─

四
─

歳
ノ
兒

ノ一
長

ケ
不
レ
過

二
二
─

尺
ニ一（

後
略
）

（
12
）　

前
掲
註（
9
）朝
倉
氏
単
行
本
。

（
13
）　

松
島
仁
氏
に
よ
っ
て
、
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）五
月
十
九
日
に
四
代
将
軍
家
綱
の
下
、
江

戸
城
で
行
な
わ
れ
た
舞
楽
「
青
海
波
」
の
記
録
が
「
探
幽
縮
図
」（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）に
み

ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
『
徳
川
将
軍
権
力
と
狩
野
派
絵
画
─
徳
川
王
権
の
樹
立

と
王
朝
絵
画
の
創
生
』　

星
雲
社　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
。

（
14
）　

入
矢
義
高
・
末
木
文
美
士
・
溝
口
雄
三
・
伊
藤
文
生
訳
注
『
碧
巌
録（
中
）』（
岩
波
書
店　

平
成
六
年
五
月
十
六
日
）に
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

懶
瓚
和
尚
、
隱
居
衡
山
石
室
中
。
唐
粛
宗
聞
其
名
、
遣
使
召
之
。
使
者
至
其
室
宣
言
、

天
子
有
詔
、
尊
者
當
起
謝
恩
。
瓚
方
撥
牛
糞
火
、
尋
煨
芋
而
食
、
寒
涕
垂
頤
、
未
甞

答
。
使
者
笑
曰
、
且
勸
尊
者
拭
涕
。
瓚
曰
、
我
豈
有
工
夫
為
俗
人
拭
涕
耶
。
竟
不
起
。

使
回
奏
、
粛
宗
甚
欽
嘆
之
。（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
15
）　

北
野
良
恵
「
狩
野
一
渓
著
『
後
素
集
』
の
校
訂
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
十
五
号
別

冊　

鹿
島
美
術
財
団　

平
成
十
年
十
一
月
十
五
日
）、
山
崎
誠
「
後
素
集
と
そ
の
研
究（
上
）」

（『
調
査
研
究
報
告
』
第
十
八
号　

国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部　

平
成
九
年
六
月
三
十

日
）。

（
16
）　
『
狩
野
永
納
─
そ
の
多
彩
な
る
画
業
─
』（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館　

平
成
十
一
年
七
月

十
七
日
）、
五
十
嵐
公
一
氏
作
品
解
説
46
「
滑
稽
図
絵
巻
」。

（
17
）　

江
戸
時
代
ま
で
西
行
の
著
作
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
『
撰
集
抄
』
巻
五
に
は
、

第
十
五
「
西
行
於
高
野
奥
造
人
事
」
と
し
て
、
西
行
が
広
野
で
死
人
の
骨
を
集
め
人
を
作
ろ

う
と
し
た
話
が
収
録
さ
れ
る
。
本
場
面
に
は
こ
の
よ
う
な
俗
説
が
影
響
し
た
可
能
性
も
否
定

出
来
な
い
。
原
文
は
次
の
と
お
り
。

（
前
略
）情
な
く
ふ
り
捨
て
登
り
し
か
ば
、
何
と
な
う
、
お
な
じ
憂
き
世
を
厭
ひ
し
花
月

リ
ー
美
術
館
論
集
』
六
号　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

平
成
十
四
年
五
月
一
日
）。

（
2
）　

山
本
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト�

尾
張
徳
川
家
の
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝（
収
蔵
品
）の
種
類
と

数
量
に
つ
い
て（
一
）─
絵
画
・
書
跡
編
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
）。

（
3
）　
『
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
襲
封
四
〇
〇
年
記
念　

尾
張
の
殿
様
物
語
』　

徳
川
美
術
館　

平

成
十
九
年
四
月
十
四
日
。

　

異
形
の
者
を
描
い
た
絵
巻
と
い
う
観
点
で
は
、
大
徳
寺
真
珠
庵
蔵
本（
重
要
文
化
財
）と
同

系
統
の
模
本
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
や
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
本
と
同
系
統
の
模

本
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」、
稲
生
物
怪
録
絵
巻（
個
人
蔵　

三
次
市
教
育
委
員
会
寄
託
）の
類
本

で
あ
る
「
武
大
夫
物
語
絵
巻
」
が
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
徳
川
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
点
も
注
目
さ
れ
る
。「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
の
系
統
分
類
に
つ
い
て
は
、
小
松
和
彦
『
百
鬼

夜
行
絵
巻
の
謎
』（
集
英
社　

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
一
日
）参
照
。

（
4
）　

前
掲
註（
1
）石
田
氏
論
文
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
石
田
氏

に
よ
る
指
摘
に
つ
い
て
は
こ
の
論
文
で
の
指
摘
を
意
味
す
る
。

（
5
）　

郷
司
泰
仁
「
暁
斎
旧
蔵�

狩
野
探
幽
筆
「
戯
画
図
巻
」
に
つ
い
て
」（『
暁
斎
』
第
一
一
〇
号

河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館　

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
）。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
特

に
記
さ
な
い
限
り
、
郷
司
氏
に
よ
る
指
摘
に
つ
い
て
は
こ
の
論
文
で
の
指
摘
を
意
味
す
る
。

（
6
）　

狩
野
博
幸
・
山
路
興
造
・
藤
井
健
三
『
近
世
祭
礼
・
月
次
風
俗
絵
巻
』　

東
方
出
版　

平

成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
。

（
7
）　

柴
田
實
「
京
風
俗
十
二
ヵ
月
図
巻
」（『
近
世
風
俗
図
巻　

第
二
巻　

諸
国
風
俗
』　

毎
日
新

聞
社　

昭
和
四
十
九
年
五
月
三
十
日
）。

（
8
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）一
─

種
有
二
弄
枕
一
以
二
木
─

枕
十
箇

ヲ一
竪

ニ
相
─

重
捧

クレ
之�

恰
モ

如
二
一
─

柱
ノ一

中
抜
─二

去
所

ノレ
好
枕

ヲ一
數
次
皆
然

リ
焉�

有
二
數
─

品
ノ

弄
─

枕
一

（
9
）　

放
下
や
近
世
初
期
見
世
物
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。

・
朝
倉
亀
三
『
見
世
物
研
究
』　

春
陽
堂　

昭
和
三
年
四
月
三
十
日
、（
覆
刻
版
）朝
倉
無
声

『
見
世
物
研
究
』　

筑
摩
書
房　

平
成
十
四
年
二
月
六
日
。

・
盛
田
嘉
徳
『
中
世
賤
民
と
雑
芸
能
の
研
究
』　

雄
山
閣
出
版　

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十

日
。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
三

の
情
を
も
わ
き
ま
へ
ら
ん
友
こ
ひ
し
く
侍
り
し
か
ば
、
思
は
ざ
る
ほ
か
に
、
鬼
の
、
人

の
骨
を
取
集
め
て
人
に
作
り
な
す
例
、
信
ず
べ
き
人
の
お
ろ
〳
〵
語
り
侍
り
し
か
ば
、

そ
の
ま
ゝ
に
し
て
、
ひ
ろ
き
野
に
出
て
、
骨
を
あ
み
連
ら
ね
て
つ
く
り
て
侍
り
し
は
、

人
の
姿
に
は
似
侍
れ
ど
も
、
色
も
悪
く
、
す
へ
て
心
も
侍
ら
ざ
り
き
。（
後
略
）

（
18
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。
乾
隆
二
十
年（
一
七
五
五
）刊
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）果
常
乘
一
白
驢
日
行
數
萬
里
休
則
重
疊
之
其
厚
如
紙
置
於
巾
箱
中
乘
則
以
水
噀

之
還
成
驢
矣（
後
略
）

（
19
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）天
─

文
書
云�

虹
─

蜺
ハ

日
ノ
氣
下

リ─

埀
テ

吸
─二
動
テ

地
─

下
ノ

之
熱
─

氣
一ヲ
則
旋
─

涌
而
起

ル

其
處
或
値
レ
井

ニ
或
値
レ
池

ニ
見
レ
之
人
以
為

ラ
ク

虹
能

ク
吸
レフ

ト
水

ヲ
也
實

ハ
非
レナ

リ
吸
レニ
水
ヲ
虹

映
二ス

ル
ノ

日
─

光
ニ一

之
色
為
二
紅
─

緑ミ
ド
リ

ト一
也
紅
─ナ

ル
者
ハ
火
緑
─ナ

ル
者
ハ
水
─

氣
ニ
テ

而
為
二
水
火
之

交
ヲ一

故
必
向
日

ノ
方
一
也（
中
略
）

霏
雪
─

録
云�

越
ノ

中
ニ

有
二
道
士
陸
國
─

賓
ト
云
者
一�
乘
レ
舟

ニ
出
見
二
白
─

虹
跨一レシ

オ
水

ニ
甚
近

ツ
キ

及
テレ

至
二
其
所
ニ一

見
ル三

蝦
蟇
如
二ナ

ル
ヲ

箬
タ
ケ
ノ
コ
カ
サ

笠
ノ

大
一サ
ノ�

白
氣
從
二
口
─

中
一
出

ツ
即
跳

テ
入
レ

水
ニ

虹
亦
不
レ
見�

予
疑

ラ
ク
ハ

此
非
レ
虹

ニ
老
蝦
蟇

ノ
之
氣
息
也

（
20
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）常

ニ
穿

テ二
地
中

ヲ一
而
行

キ
能
壅

シレ
土
成
レ
坌

ヲ
見
二ル

レ
ハ

日
月

ヲ一
則
死

ス（
後
略
）

（
21
）　

な
お
、
李
時
珍
に
よ
っ
て
萬
暦
十
八
年（
一
五
九
六
）に
編
ま
れ
た
『
本
草
綱
目
』
を
、
寛

永
十
四
年（
一
六
三
七
）に
京
都
で
版
刻
・
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
も
、
同
じ
内
容
が
含
ま
れ
て

い
る
。

（
22
）　

中
本
大
「
鶴
に
乗
る
「
費
長
房
」
─
本
邦
に
お
け
る
漢
画
系
画
題
受
容
の
一
側
面
─
」（『
立

命
館
文
學
』
第
五
九
八
号　

立
命
館
大
学
人
文
学
会　

平
成
十
九
年
二
月
）。

（
23
）　

前
掲
註（
22
）中
本
氏
論
文
。

（
24
）　

石
田
氏
は
、
蛙
と
鶯
の
向
か
い
合
う
様
子
を
「
鳴
合
」
の
よ
う
に
と
示
唆
的
な
指
摘
を
し

て
い
る
。
鳴
合
と
い
う
の
は
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
物
合
わ
せ
の
内
の
、
飼
っ
て
い
る
鶯
を

持
ち
寄
り
そ
の
鳴
き
声
の
優
劣
を
競
う
「
鶯
合
」
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
末
の
国
学
者
速

水
行
道
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
「
物
合
考
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
五
、「
鶯
合
」
の
項
に
は
、

鶯
合
の
事
を
□
之
物
々
見
え
ず
唯
尺
素
往
来
に
五
月
五
日
賀
茂
ノ
競
馬
幷
ニ
深
草
祭
上

下
之
見
学
鶯
鵯
之
闘ト

リ
ア
ハ
セ鳥

可
有
此
時
歟
と
あ
り
是
ノ
事
は
や
く
よ
り
有
リ
し
と
知
べ
し

と
あ
り
、
鶯
合
が
室
町
時
代
後
期
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

絵
画
作
品
で
は
、「
洛
中
洛
外
図
屏
風（
歴
博
甲
本
）」（
重
要
文
化
財　

国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵
）の
右
隻
第
六
扇
ほ
か
江
戸
初
期
に
か
け
て
数
例
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

絵
画
で
も
、
鳴
合
に
用
い
ら
れ
る
鳥
は
籠
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
本
場
面
に
は
籠
が
描
か
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
鳴
合
と
し
て
蛙
と
鶯
を
描
い
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
）　

市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
88�

曽
我
物
語
』（
岩
波
書
店　

昭
和

四
十
二
年
二
月
十
五
日
第
二
刷
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

歌
に
は
、
神
も
佛
も
納
受
し
、
慈
悲
を
た
れ
た
ま
ふ
。
さ
れ
ば
、
花
に
な
く
鶯
、
水
に

す
む
蛙
だ
に
も
、
歌
を
ば
よ
む
ぞ
か
し
。
い
は
ん
や
、
人
と
し
て
、
い
か
で
か
こ
れ
を

は
ぢ
ざ
る
べ
き
。

（
26
）　

佐
伯
梅
友
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
8�

古
今
和
歌
集
』　

岩
波
書
店　

昭
和
四
十
二
年

四
月
十
五
日
第
九
刷
。

（
27
）　

前
掲
註（
25
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
88�

曽
我
物
語
』。

（
28
）　

慶
長
年
間
に
摸
刻
さ
れ
た
『
歴
代
君
臣
圖
像
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）で
は
、
蒼
頡
は
四

つ
の
眼
を
持
ち
木
の
葉
を
編
み
つ
け
た
衣
を
着
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、「
戯
画

図
巻
」
諸
本
に
お
い
て
は
衣
の
表
現
の
み
が
類
似
す
る
。

（
29
）　
『
大
正
新
修
大
藏
經　

第
十
二
巻　

宝
積
部
下
涅
槃
部
全
』（
大
正
新
修
大
藏
經
刊
行
会　

大
正
十
四
年
六
月
十
五
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

爾
時
帝
釋
。
七
寶
瓶
及
供
養
具
至
茶
毘
所
。
其
火
一
時
自
然
滅
盡
。
帝
釋
即
開
如
來
寶

棺
欲
請
佛
牙
。
樓
逗
即
問
。
汝
何
為
耶
。
答
言
。
欲
請
佛
牙
還
天
供
養
。
樓
逗
言
。
莫

輒
自
取
。
可
待
大
衆
爾
乃
共
分
。
釋
言
。
佛
先
與
我
一
牙
舍
利
。
是
以
我
來
火
即
自

滅
。
帝
釋
説
是
語
已
即
開
寶
棺
。
於
佛
口
中
右
畔
上
頷
取
牙
舍
利
。
即
還
天
上
起
塔
供

養
。
爾
時
有
二
捷
疾
羅
刹
。
隱
身
隨
釋
。
衆
皆
不
見
。
盜
取
一
雙
佛
牙
舍
利
。（
後
略
）

（
30
）　

小
林
責
・
西
哲
生
・
羽
田
昶
『
能
楽
大
事
典
』　

筑
摩
書
房　

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十

日
。

（
31
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）春
─

月
小
兒
多
弄

スレ
之
至
二テ

ハ
大
ナ
ル
者

ニ一
大
人
以
為
レ
戯

ト

（
32
）　

安
斎
実
『
江
戸
時
代�

砲
術
家
の
生
活
─
砲
術
・
そ
の
秘
伝
と
達
人
─
』　

雄
山
閤
出
版　

昭
和
四
十
四
年
八
月
十
五
日
。



狩
野
探
幽
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辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
四

（
33
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。

（
34
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）罪
も
報
も
わ
す
れ
は
て
た
る
あ
り
さ
ま
は
あ
は
れ
は
か
な
き
罪
業
な
り（
後
略
）

（
35
）　

近
世
初
期
狩
野
派
に
よ
る
目
連
の
絵
画
と
い
う
の
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
十
七
世
紀

の
諸
芸
能
に
お
い
て
、
目
連
が
題
材
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
説
教
節
の
「
目
連
尊
者
」
や

「
目
連
記
」
程
度
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
36
）　

原
田
信
男
「
中
世
に
お
け
る
殺
生
観
の
展
開
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第

六
十
一
集　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

平
成
七
年
一
月
二
十
日
）。

（
37
）　
『
続
々
日
本
絵
巻
大
成�

伝
記
・
縁
起
篇
5　

清
水
寺
縁
起�

真
如
堂
縁
起
』　

中
央
公
論
社

　

平
成
六
年
五
月
二
十
日
。

（
38
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）皆
和
哥
に
も
是
を
詠
ず
ま
こ
と
に
く
る
し
き
業
な
り

（
39
）　

山
村
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
は
、
江
戸
後
期
に
至
る
ま
で
絵
画
史
料
が
存
在
し
な
い
た

め
、
現
状
で
は
比
較
検
討
が
困
難
で
あ
る
。

（
40
）　
並
木
誠
士
『
絵
画
の
変
─
日
本
美
術
の
絢
爛
た
る
開
花
』　

中
央
公
論
新
社　

平
成

二
十
一
年
二
月
二
十
五
日
。

（
41
）　

鬼
原
俊
枝
「
第
一
章
第
二
節�

三�

大
御
堂
寺
蔵
「
義
朝
最
期
図
」・「
頼
朝
先
考
供
養
図
」」

『
幽
微
の
探
究　

狩
野
探
幽
論
』
大
阪
大
学
出
版
会　

平
成
十
年
二
月
二
十
七
日
。

・
並
木
誠
士
「
義
朝
最
後
図
・
頼
朝
先
考
供
養
図
」（『
愛
知
県
史�

別
編�

文
化
財
2�

絵
画
』

愛
知
県　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
42
）　

狩
野
博
幸
『
近
世
風
俗
画
1　

遊
び
』　

淡
交
社　

平
成
三
年
五
月
二
十
七
日
。

・
並
木
誠
士
「
近
世
初
期
風
俗
画
の
源
流
と
し
て
の
酒
飯
論
絵
巻
」（『
藝
術
研
究
』
十
二
号

広
島
芸
術
学
会　

平
成
十
一
年
七
月
十
一
日
）。

・
同
「《
厳
島
・
和
歌
浦
図
》（
個
人
蔵
）に
つ
い
て
─
「
酒
飯
論
絵
巻
」
の
応
用
」（『
美
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
三
三
号　

醍
醐
書
房　

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
）。

（
43
）　
『
天
狗
推
参
！
』　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
。

（
44
）　

前
掲
註（
43
）古
川
氏
解
説
。

（
45
）　

恵
比
寿
と
布
袋
が
こ
の
場
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
狩
野
派
を
中
心
に
画
壇
で
七

福
神
の
遊
戯
図
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
釣
り
竿
と
柱
杖
を

持
物
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
槍
や
長
刀
を
持
た
せ
る
の
に
適
し
て
い
た
こ
と
も
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
46
）　

三
橋
健
『
日
本
人
と
福
の
神�

七
福
神
と
幸
福
論
』　

丸
善　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
日
。

（
47
）　

青
木
進
三
朗
編
『
肉
筆
浮
世
絵
集
成
』　

毎
日
新
聞
社　

昭
和
五
十
二
年
二
月
。

（
48
）　
『
相
撲
の
歴
史
─
堺
・
相
撲
展
記
念
図
録
─
』　

堺
市
博
物
館　

一
九
九
八
年
三
月
一
日
。

（
49
）　

前
掲
註（
25
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
88�

曽
我
物
語
』
に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）「
御
相
撲
に
参
ら
ん
。
俣
野
殿
」
と
言
ふ
。
景
久
き
い
て
、
腹
を
立
て
、「
相

撲
は
是
に
候
ふ
ぞ
。
出
で
合
は
せ
候
へ
と
言
ふ
は
、
常
の
事
。
総
じ
て
、
相
撲
の
座
敷

に
て
、
左
右
無
く
相
手
の
名
字
呼
ぶ
事
無
し
。
氏
と
言
ひ
器
量
と
言
ひ
、
河
津
に
や
ま

く
べ
き
。
小
腕
押
し
を
り
捨
つ
べ
き
物
を
」
と
、
笑
ひ
て
出
づ
る
を
見
れ
ば
、
菩
薩
な

り
に
し
て
、
色
あ
さ
ぐ
ろ
く
、
丈
は
六
尺
二
分
、
年
は
三
十
一
に
ぞ
な
り
に
け
る
。

俣
野
が
姿
は
、
さ
し
肩
に
し
て
、
か
を
骨
あ
れ
て
、
首
太
く
、
頭
少
し
、
裾
ふ
く
ら

に
、
後
ろ
の
折
骨
、
臍
の
下
へ
差
し
こ
み
、
力
士
な
り
に
し
て
、
丈
は
五
尺
八
分
、
年

は
三
十
二
な
り
。
差
し
寄
り
、
つ
ま
ど
り
、
ひ
し
ひ
し
と
し
て
、
押
し
離
れ
、（
中
略
）

猶
も
出
で
ん
と
す
る
所
を
、
し
ば
し
止
め
て
言
ひ
け
る
は
、「
河
津
が
手
合
を
よ
く
見

れ
ば
、
御
分
に
み
ぎ
わ
勝
り
の
力
な
り
。
彼
体
の
相
撲
を
ば
、
左
右
の
手
を
上
げ
、
爪

先
を
立
て
て
、
上
手
に
掛
け
て
待
ち
給
へ
。
敵
も
上
手
に
目
を
懸
け
て
、
の
さ
の
さ
と

よ
る
所
を
、
小
臂
を
打
ち
上
げ
、
違
ひ
様
に
よ
つ
い
を
取
り
、
足
を
抜
き
て
は
ね
ま
は

れ
。
大
力
も
、
は
ね
ら
れ
て
、
足
の
立
て
ど
の
う
く
所
を
、
捨
て
て
足
を
取
り
て
見

よ
。
組
み
て
は
適
ふ
ま
じ
き
ぞ
。
も
し
又
、
く
ま
で
適
は
ず
は
、
う
ち
が
ら
み
に
、
し

は
と
掛
け
て
、
髻
を
お
ち
を
は
か
せ
、
一
は
ね
は
ね
て
、
し
と
と
打
て
。
な
ん
で
ふ
七

は
な
れ
八
は
な
れ
は
、
見
苦
し
き
ぞ
。
侍
相
撲
と
申
す
は
、
よ
る
か
と
す
れ
ば
、
勝
負

有
り
。
余
り
に
は
や
き
も
、
見
分
け
ら
れ
ず
。
又
、
斯
様
の
ひ
ね
物
を
ば
、
わ
づ
ら
ひ

無
く
の
し
寄
り
て
、
小
首
ぜ
め
に
攻
め
て
、
背
を
こ
ご
め
て
、
ま
は
る
所
を
、
大
さ
か

手
に
入
れ
て
、
か
い
ひ
ね
つ
て
、
け
捨
て
て
見
よ
。
真
逆
様
に
負
け
ぬ
べ
し
」
と
、
こ

ま
ご
ま
と
教
へ
け
れ
ば
、「
心
得
た
り
」
と
て
出
で
合
ひ
け
り
。
教
へ
の
如
く
、
爪
先

を
立
て
て
、
腕
を
上
げ
、
隙
あ
ら
ば
と
狙
ひ
け
り
。
河
津
は
、
前
後
相
撲
は
、
是
が
始

め
な
れ
ば
、
や
う
も
無
く
、
す
る
す
る
と
歩
み
寄
り
、
俣
野
が
、
ぬ
け
ん
と
相
し
ら
ふ

所
を
、
右
の
腕
を
つ
つ
と
延
べ
、
又
野
が
前
ほ
ろ
を
つ
か
ん
で
差
し
の
け
、
あ
ら
く
も



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
五

（
54
）　

江
橋
崇
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史　

173
・
か
る
た
』　

法
政
大
学
出
版
局　

平
成
二
十
七

年
十
一
月
十
日
。
カ
ル
タ
に
つ
い
て
は
、
特
に
出
典
を
示
さ
な
い
限
り
本
書
に
拠
っ
た
。

（
55
）　

前
掲
註（
54
）江
橋
氏
単
行
本
。

（
56
）　

前
掲
註（
30
）単
行
本
。

（
57
）　

中
野
玄
三
「
不
動
明
王
」（『
日
本
の
美
術
』
第
二
三
八
号　

至
文
堂　

昭
和
六
十
一
年
三

月
十
五
日
）。

（
58
）　
『
日
本
大
蔵
経�

第
四
十
八
巻�

宗
典
部�

天
台
宗
密
教
章
疏
三
』（
藏
經
書
院　

大
正
九
年
八

月
三
十
一
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

一
此
尊
大
日
化
身
、
二
明
中
有
阿
路
唅
四
字
、
三
常
住
火
生
三
昧
、
四
現
童
子
形
身
卑

肥
満
、
五
頂
有
七
沙
髻
、
六
左
垂
一
辮
髪
、
七
額
有
皺
文
形
如
水
波
、
八
閉
左
一
目

開
右
一
目
、
九
下
歯
喫
上
右
唇
。
下
左
唇
外
翻
出
、
十
緘
閉
其
口
、
十
一
右
手
執
剣
、

十
二
左
手
持
索
、
十
三
喫
行
人
残
食
、
十
四
安
坐
大
盤
石
、
十
五
色
醜
青
黒
、
十
六
奮

迅
忿
怒
、
十
七
遍
身
迦
楼
羅
炎
、
十
八
變
成
倶
利
迦
羅
大
龍
纏
剣
、
十
九
變
作
二
童
子

給
仕�

（
訓
点
お
よ
び
割
注
を
省
略
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
59
）　

前
掲
註（
58
）『
日
本
大
蔵
経�

第
四
十
八
巻�

宗
典
部�

天
台
宗
密
教
章
疏
三
』「
十
四
安
坐

大
盤
石
」
の
割
注
に
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

表
下
鎮
二
衆
生
重
障
一
令
レ
不
二
復
動
一
成
中
淨
菩
提
心
妙
高
山
王

ニ上（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
60
）・
前
掲
註（
9
）朝
倉
氏
単
行
本
。

・
岩
橋
小
彌
太
『
芸
能
史
叢
説
』　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
五
十
年
七
月
十
日
。

・
守
屋
毅
「
第
二
章
第
一
節　

近
世
初
期
の
歌
舞
伎
と
放
下
」（『
近
世
芸
能
興
行
史
の
研
究
』

弘
文
堂　

昭
和
六
十
年
九
月
十
日
）。

（
61
）　
『
特
別
展　

隠
元
禅
師
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

黄
檗
─
禅
と
芸
術
─
』　

岐
阜
市
歴
史
博
物

館　

平
成
四
年
九
月
二
十
二
日
、
ほ
か
。

（
62
）　

笠
と
杖
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
能
の
曲
中
、
小
町
が
女
笠
と
杖
を
身
に
付
け
都
を
出
る

さ
ま
が
演
出
さ
れ
る
こ
と
に
拠
る
の
だ
ろ
う
。

（
63
）　

島
津
久
基
校
訂
『
義
経
記
』　

岩
波
文
庫　

昭
和
十
四
年
三
月
十
五
日
。

（
64
）　

前
掲
註（
30
）単
行
本
。

（
65
）　
『
新
訂
増
補�
國
史
大
系�

第
四
十
一
巻�

德
川
實
紀
』（
吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
十
年
二
月

働
か
ば
、
た
づ
な
も
腰
も
き
れ
ぬ
べ
し
。
暫
く
有
て
、
む
ず
と
引
き
寄
せ
、
目
よ
り
高

く
差
し
上
げ
、
半
時
ば
か
り
有
り
て
、
横
様
に
片
手
を
は
な
ち
て
、
し
と
と
打
つ
。

（
後
略
）

（
50
）　

増
川
宏
一
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史　

79
─

1
・
す
ご
ろ
く
Ⅰ
』　

法
政
大
学
出
版
局　

平

成
七
年
七
月
七
日
。
雙
六
に
つ
い
て
は
、
特
に
出
典
を
示
さ
な
い
限
り
本
書
に
拠
っ
た
。

（
51
）　
『
隔
蓂
記
』
中
に
は
、
盤
の
「
双
六
」（
雙
六
）お
よ
び
「
繪
双
六
」
が
合
わ
せ
て
五
十
件
近

く
登
場
す
る
。
そ
の
内
の
一
部
で
は
、
赤
松
俊
秀
編
『
隔
蓂
記　

巻
二
』（
思
文
閣
出
版　

平

成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）十
二
月
八
日
条
に
次
の
と
お
り
記
さ

れ
る
。（

前
略
）午
後
、
於　

仙
洞
、
而
有
御
振
舞
。（
中
略
）御
茶
濟
、
有
御
双
六
也
。
予
亦
與

妙
門
主
、
打
双
六
也
。
有
十
炷（
香
）、
御
振
舞
之
御
勝
負
也
。
有
繪
双
六
、
有
加
留
多
、

種
々
御
遊
興
也
。（
後
略
）

　

ま
た
、『
隔
蓂
記　

巻
三
』（
思
文
閣
出
版　

平
成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）、
慶
安
四
年

十
一
月
九
日
条
に
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）今
日
於　

仙
洞
、
御
勝
負
振
舞
有
之
。（
中
略
）御
勝
負
有
之
、
小
蠟
燭
三
百
挺

被
出
之
。
御
双
六
有
之
、
勝
者
令
拝
領
之
也
。（
後
略
）

（
52
）　

前
掲
註（
50
）増
川
氏
単
行
本
。

（
53
）　
『
大
日
本
續
藏
經　

第
一
輯
第
二
編
乙
第
二
十
三
套
第
四
冊
』（
藏
經
書
院　

大
正
元
年

十
一
月
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

第
二
初
江
王
宮�

釋
迦
如
來

葬
頭
河
曲
於
二
初
江
邊
一
官
廳
相
連
承
所
渡
二
前
大
河
一
即
是
葬
頭
見
レ
渡
二
亡
人
名
二
奈

河
津
一
所
レ
渡
有
レ
三
一
山
水
瀨
二
江
深
淵
三
有
二
橋
渡
一
官
前
有
二
大
樹
一
名
二
衣
領
樹
一

影
住
二
二
鬼
一
名
二
奪
衣
婆
二
名
二
懸
衣
翁
一
婆
鬼
警
二
盜
業
一
折
二
兩
手
指
一
翁
鬼
惡
二
無

義
逼
一
頭
足
一
所
尋
初
開
男
負
二
其
女
人
一
牛
頭
銕
棒
挾
二
二
人
肩
一
追
二
渡
疾
瀨
一
悉
集
二

樹
下
一
婆
鬼
脱
レ
衣
翁
鬼
懸
レ
枝
顯
二
罪
低
昂
一
與
二
後
王
廳
一
爾
時
天
尊
説
二
是
偈
一
言

　

な
お
、
日
本
に
お
け
る
「
十
王
経
」
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
に
依
っ
た
。

・
本
井
牧
子
「
十
王
経
と
そ
の
享
受（
上
）・（
下
）─
逆
修
・
追
善
仏
事
に
お
け
る
唱
導
を
中

心
に
」（『
国
語
国
文
』
第
六
十
七
巻
第
六
・
七
号　

中
央
図
書
出
版
社　

平
成
十
年
六
月

二
十
五
日
・
七
月
二
十
五
日
）。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
六

二
十
八
日
）萬
治
元
年
正
月
十
五
日
・
十
六
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

○
十
五
日（
中
略
）蘭
人
御
覧
あ
り
。
貢
物
は
大
鳥
幷
羽
珊
瑚
。
琥
珀
。
玻
璨
鏡
。（
後

略
）

○
十
六
日
阿
蘭
よ
り
進
貢
の
大
鳥
ほ
う
よ
ろ
す
て
れ
い
す
と
い
ふ
御
覧
あ
り
。
小
十
人

組
番
所
の
庭
上
に
て
な
り
。（
後
略
）

（
66
）　

磯
野
直
秀
「
明
治
前
動
物
渡
来
年
表
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要�

自
然
科
学
』
№
41　

慶
應
義
塾
大
学　

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
67
）　

松
田
清
「
駝
鳥
考
」（『
日
蘭
学
会
通
信
』
昭
和
六
十
二
年
度
№
1　

日
蘭
学
会　

昭
和

六
十
二
年
四
月
十
五
日
）。

　

松
田
氏
に
よ
る
と
、「
駝
鳥
図
」（
縦
一
三
九
糎
、
横
一
〇
五
糎
）に
は
、
墨
書
で
「
万
治
元

年
正
月
十
五
日
／
お
う
ら
ん
た
人
／
御
城
え
上
申
大
鳥
／
鳥
の
名
ほ
う
ご
ろ
う
と
ろ
い
し
／

せ
の
高
さ
地
よ
り
五
尺
計
／
せ
な
み
よ
り
首
の
長
さ
五
尺
余
／
鳥
の
ゑ
／
な
／
せ
り
／
こ
め

／
右
之
鳥
一
覧
仕
写
指
上
申
候
」
と
あ
る
と
い
う
。

（
68
）　

狩
野
常
信
筆
「
鳥
写
生
図
巻
」
八
巻（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）に
は
、
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）

か
ら
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）ま
で
の
一
五
七
点
の
写
生
図
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内

に
は
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）に
現
在
の
小
笠
原
諸
島
を
調
査
し
た
際
に
持
ち
帰
ら
れ
た
メ
グ

ロ
の
写
生
図
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
実
態
は
未
詳
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
後
半
に
、
い

わ
ゆ
る
御
用
絵
師
が
幕
府
の
下
鳥
類
の
写
生
を
行
っ
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
く
。「
鳥
写
生
図
巻
」
に
つ
い
て
は
、
磯
野
直
秀
「
博
物
誌
資
料
と
し
て
の
『
鳥

写
生
図
巻
』」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
五
八
四
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成
十
五
年
六
月

十
五
日
）参
照
。

（
69
）　
『
景
德
傳
燈
録
』（
貞
和
四
年
［
一
三
四
八
］
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
十
七
、
次
の
と

お
り
記
さ
れ
る
。

京
兆
蜆
子
和
尚
不
知
何
許
人
也
事
迹
頗
異
居
無
定
所
自
印
心
於
洞
山
混
俗
於
閩
川
不
畜

道
具
不
循
律
儀
常
日　

江
岸
採
掇
蝦
蜆
以
充
腹
暮
即
卧
東
山
白
馬
廟
紙
錢
中
居
民
目
為

蜆
子
和
尚
華
嚴
靜
師
聞
之
欲
決
眞
假
先
潛
入
紙
錢
中
深
夜
師
歸
靜
把
住
問
曰
如
何
是
祖

師
西
來
意
師
遽
荅
曰
神
前
酒
臺
盤
靜
竒
之
懴
謝
而
退
後
靜
師
化
行
京
都
師
亦
至
焉
竟
不

聚
徒
演
法
惟
佯
狂
而
已�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
70
）　

前
掲
註（
69
）『
景
德
傳
燈
録
』
巻
二
十
七
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

天
台
豐
千
禪
師
者
不
知
何
許
人
也
居
天
台
山
國
淸
寺
剪
髮
齊
眉
衣
布
裘
人
或
問
佛
理
上

荅
隨
時
二
字
甞
誦
唱
道
歌
乗
虎
入
松
門
衆
僧
驚
畏（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
71
）　

寒
山
と
拾
得
は
、
像
主
を
明
示
す
る
画
賛
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
。
本
来
、

拾
得
が
箒
を
、
寒
山
が
経
巻
を
持
つ
。
主
な
典
拠
は
次
の
と
お
り
。

　

能
仁
晃
道
訓
読
『
訓
読�

五
灯
会
元
』（
耕
文
社　

平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
）巻
二
、
次
の

と
お
り
記
さ
れ
る
。

天
臺
山
拾
得
子
。
一
日
掃
地
。
寺
主
問
、
汝
名
拾
得
、
因
豐
干
拾
得
汝
歸
。
汝
畢
竟
姓

個
甚
麼
。
拾
得
放
下
掃
帚
、
叉
手
而
立
。
主
再
問
。
拾
得
拈
掃
帚
掃
地
而
去
。（
後
略
）

�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

前
掲
註（
69
）『
景
德
傳
燈
録
』
巻
二
十
七
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）師
尋
獨
入
五
臺
山
巡
禮
逢
一
老
翁
師
問
莫
是
文
殊
否
曰
豈
可
有
二
文
殊
師
作
禮

未
起
忽
然
不
見（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
72
）　

前
掲
註（
69
）『
景
德
傳
燈
録
』
巻
八
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）元
和
中
北
遊
襄
漢
隨
處
而
居
或
鳳
嶺
鹿
門
或
鄽
肆
閭
巷
初
住
東
巖
後
居
郭
西
小

舍
一
女
名
靈
照
常
隨
製
竹
漉
籬
令
鬻
之
以
供
朝
夕（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
73
）　
『
武
王
伐
紂
平
話　

呂
望
興
周
』中
國
古
典
文
學
出
版
社　

中
華
民
国
暦
四
十
四
年
三
月
。

姜
尚
因
命
守
時
直
鉤
釣
渭
水
之
魚
不
用
香
餌
之
食
離
水
面
三
尺
尚
自
言
曰
負
命
者
上
鉤

來�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
74
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）小
─

兒
維ツ

ナ
ギ

テレ
雌

ヲ
釣
レ
雄

ヲ
以
テ
為
レ

戯
タ
ハ
フ
ルト

（
75
）　

香
雪
美
術
館
学
芸
員
郷
司
泰
仁
氏
の
御
教
示
に
拠
る
。

（
76
）　

前
掲
註（
30
）単
行
本
。

（
77
）　

桑
田
忠
親
『
信
長
公
記
』（『
戦
国
史
料
叢
書
2　

信
長
公
記
』
人
物
往
来
社　

昭
和
四
十

年
四
月
三
十
日
）巻
十
二
「
法
花
・
浄
土
宗
論
の
事
」
に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）法
花
宗
は
、
生
便
敷
結
構
に
出
立
ち
、
長
命
寺
日
光
、
浄
光
院
、
九
音
院
、
堺

の
油
屋
弟
坊
主
、
妙
国
寺
不
伝
、
妙
顕
寺
の
大
蔵
坊
。
筆
執
り
に
て
、
法
花
八
軸
に

硯
・
料
紙
を
取
り
持
ち
、
出
で
ら
れ
侯
。
浄
土
宗
は
、
墨
衣
に
て
、
如
何
に
も
左
道
な

る
仕
立
、
関
東
の
長
老
、
安
土
・
田
中
の
貞
安
長
老
二
人
、
是
れ
も
硯
・
料
紙
を
持
ち

侯
て
、
出
で
ら
る
。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
七

付
け
た
り
。

（
83
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
本
文
に
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）縦
は
鼻
の
上
に
立
物
を
し
枕
を
か
さ
ね
て
自
由
に
つ
か
い（
後
略
）

（
84
）　
『
を
く
り
─
伝
岩
佐
又
兵
衛
の
小
栗
判
官
絵
巻
─
』　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館　

平
成
七
年

七
月
八
日
。

（
85
）　

信
多
純
一
「
近
世
初
期
の
語
り
物
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇�

古
浄
瑠
璃�

説
経
集
』

岩
波
書
店　

平
成
十
一
年
十
二
月
十
五
日
）。

（
86
）　

王
世
貞
輯
『
有
象
列
仙
全
傳
』（
慶
安
五
年
［
一
六
五
〇
］
刊
、国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
一
、

次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

琴
─

高
ハ

趙
人

ナ
リ

。
能
─

鼓
琴

ヲ
。
為
二タ

リ
宋

ノ
康
王

ノ
舍
人
一。
行

テ二
涓
彭

カ
之
術
一。
浮
二
游

冀
ス
ル
コ
ト

州
涿
郡

ノ
間
一。
二
百
餘
年
。
後
入

テ二
涿
水

ニ一
取
二
龍

ノ
子

ヲ一
。
與
二
諸
弟
子
一
期

ス
。

某
曰
當

ニ
返
諸
弟
子
日

ニ
齋
潔
シ
テ
ハ
待

テ二
于
水
傍

ニ一
。
設
─

祠
ス

果
シ
テ

乘
レ
鯉
ニ
而
來

ル
。
觀

ル
者

ノ
萬
餘
人
。
留

コ
ト

一
─

月
シ
テ

復
入
レ
水

ニ
去

ル�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
87
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）再
版
本
。
同
書
は
、
鯉
が
川
魚
の
第
一

で
あ
り
特
に
山
城
国
淀
産
を
名
物
と
し
て
紹
介
し
て
お
り
、
同
様
に
鯉
の
名
産
を
淀
川
と

す
る
記
述
は
、
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）刊
の
『
本
朝
食
鑑
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
七
、

「
鯉
」
に
既
に
見
ら
れ
る
。

（
88
）　
［
表
2
］か
ら
、
昌
運
本
の
傾
向
を
見
て
も
、
各
主
題
分
類
か
ら
万
遍
な
く
選
出
さ
れ
て
お

り
、
主
題
分
類
の
内
で
全
く
含
ま
れ
な
い
の
は
、「
古
絵
巻
の
図
様
」
の
み
で
あ
る
。

（
89
）　
『
昔
の
絵
師
は
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
た
か
』（
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館　

平

成
十
年
五
月
十
八
日
）に
部
分
図
掲
載
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
「
上
下
巻
」
と
し
た
が
、
そ

の
区
別
は
な
く
、
現
在
別
々
の
箱
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

（
90
）　

前
掲
註（
1
）石
田
氏
論
文
。
平
成
十
四
年
に
福
岡
市
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

（
91
）　

前
掲
註（
5
）郷
司
氏
論
文
。

（
92
）　
『
日
本
の
戯
画
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
五
日
）に
部
分
図
掲

載
、
お
よ
び
前
掲
註（
16
）『
狩
野
永
納
─
そ
の
多
彩
な
る
画
業
─
』
に
全
図
掲
載
。

（
93
）　

文
化
財
保
存
修
復
学
会
『
海
外
所
在
日
本
美
術
品
調
査
報
告�

6　

パ
リ�

国
立
ギ
メ
東
洋

美
術
館�

絵
画
』（
文
化
財
保
存
修
復
学
会　

平
成
八
年
三
月
三
十
日
）に
部
分
図
掲
載
。

（
94
）　
『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観　

二　

大
英
博
物
館
Ⅱ
』（
講
談
社　

平
成
二
年
八
月
二
十
五
日
）に

（
中
略
）其
ノ
時
、
判
者
ヲ
始
メ
、
満
座
一
同
ニ
焜
と
笑
て
、
袈
裟
ヲ
剥
ギ
坂
ル
。
天
正

七
己
卯
年
五
月
廿
七
日
、辰
の
亥
関
東
ノ
長
老
、扇
を
披
き
立
て
、一
舞
ま
は
れ
な
り
。

長
命
寺
日
光
、
妙
ノ
一
字
に
槞
、
打
擲
せ
ら
れ
、
八
軸
の
経
文
も
見
物
の
者
ど
も
、
手

貼
に
破
り
取
り
、
法
花
衆
、
四
方
へ
、
ば
つ
と
逃
げ
散
り
候
。（
後
略
）

�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
78
）　

前
掲
註（
29
）『
大
正
新
修
大
藏
經　

第
十
二
巻　

宝
積
部
下
涅
槃
部
全
』
に
、
次
の
と
お

り
記
さ
れ
る
。

彼
國
常
有
二�

種
種
奇
妙
雜
色
之
鳥
一。
白
鵠
孔
雀�

鸚
鵡
舍
利�

迦
陵
頻
伽�

共
命
之
鳥
。

是
諸
衆
鳥�

晝
夜
六
時
出
二
和
雅
音
一。
其
音
演
二
暢�

五
根
五
力�

七
菩
提
分�

八
聖
道
分�

如
レ

是
等
法
一。
其
土
衆
生
、
聞
二
是
音
一
已
。
皆
悉
念
レ
佛
念
レ
法
念
僧
。

（
79
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

狩
人
と
も
い
へ
り
鹿
を
追
猟
師
山
を
登
と
い
へ
り
ま
こ
と
に
身
を
た
つ
る
わ
ざ
と
と
て

若
干
の
罪
を
な
す
は
人
界
の
な
ら
ひ
ぞ
か
し
あ
る
が
中
に
狩
人
の
わ
さ
は
殺
生
を
こ

と
ゝ
と
す
れ
ば
そ
の
む
く
ひ
何
と
て
の
か
れ
ん
や
一
切
の
有
生
は
み
な
こ
れ
世
ゝ
の
親

類
な
れ
ば
み
し

（
80
）　

前
掲
註（
69
）
『
景
德
傳
燈
録
』
巻
三
「
第
三
十
二
祖
弘
忍
大
師
」
に
、
次
の
と
お
り
記

さ
れ
る
。

（
前
略
）於
破
頭
山
咸
亨
中
有
一
居
士
姓
盧
名
慧
能
自
新
舊
本
誤

作
鄲
字
州
來
參
謁
師
問
曰
汝
自

何
來
曰
嶺
南
師
曰
欲
須
何
事
曰
唯
求
作
佛
師
曰
嶺
南
人
無
佛
性
若
為
得
佛
曰
人
即
有
南

北
佛
性
豈
然
師
知
是
異
人
乃
訶
曰
著
槽
厰
去
能
禮
足
而
退
便
入
碓
坊
服
勞
於
杵
臼
之
間

晝
夜
不
息
經
八
月�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
81
）　
『
石
門
洪
覺
範
林
間
録
』（
康
暦
二
年［
一
三
八
〇
］刊
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
上
、
次
の

と
お
り
記
さ
れ
る
。

四
祖
大
師
居
破
頭
山
山
中
有
無
名
老
僧
唯
栽
松
人
呼
為
栽
松
道
者（
後
略
）

（
82
）　

磯
貝
正
義
・
服
部
治
則
校
注
『
戦
国
史
料
叢
書
3　

甲
陽
軍
艦�

上
』（
人
物
往
来
社　

昭

和
四
十
年
七
月
三
十
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

放
下
と
云
者
は
、
矢
の
箆
を
二
丈
も
三
丈
も
つ
ぎ
、「
第
」
一
の
上
に
茶
碗
を
置
、
己

が
鼻
の
さ
き
に
の
せ
、
く
る
〳
〵
と
ま
は
せ
ど
も
、
其
茶
碗
落
ざ
る
や
う
に
す
る
、
是

奇
特
な
れ
ど
も
、
本
意
に
達
せ
ね
ば
、
何
の
用
に
も
た
ヽ
ぬ
を
も
っ
て
、
放
下
と
は
名



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
八

全
図
掲
載
。

（
95
）　

松
嶋
雅
人
「
江
戸
狩
野
・
表
絵
師
と
そ
の
御
用
─
東
京
藝
術
大
学
所
蔵　

麻
布
一
本
松
狩

野
家
資
料
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
第
三
十
四
号　

平
成
十
一

年
五
月
三
十
一
日
）。

（
96
）　

武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館
学
芸
員�

佐
伯
聡
子
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
な
お
現

在
、
両
巻
に
「
聖
賢
漫
画
」
と
書
か
れ
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
片
方
は
そ
の
際
に
新
造

さ
れ
、
も
う
片
方
は
元
々
あ
っ
た
題
簽
を
付
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、「
戯
画
図
巻
」
の
名

称
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
。

（
97
）　
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊�
三
〇�

卜
養
狂
歌
絵
巻
』　

貴
重
本
刊
行
会　

昭
和
六
十
年
五

月
二
十
日
。

（
98
）　

な
お
、
本
節
で
掲
げ
た
八
点
の
ほ
か
に
、『
松
風
閣
蔵
品
展
観
図
録
』（
東
京
美
術
倶
楽
部

昭
和
十
五
年
）に
「
八
二�

尚
信
道
化
絵
巻�
二
巻
」
が
掲
載
さ
れ
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
部
分
図
の
み
で
あ
る
が
、
徳
川
本［
上
14
］か
ら［
上
16
］の
独
立
性
易
ま
で
、

［
下
2
］カ
ル
タ
博
奕
か
ら［
下
4
］隠
元
の
蜘
蛛
舞
の
梯
子
ま
で
が
確
認
で
き
る
。
興
味
深
い

の
は
、
徳
川
本
と
こ
の
図
版
を
比
較
す
る
と
、
人
物
の
配
置
の
み
な
ら
ず
、
流
水
や
土
坡
・

遠
山
、
樹
木
や
岩
石
の
配
置
や
筆
致
が
極
め
て
似
通
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
狩
野
尚
信

（
一
六
〇
七
〜
五
〇
）の
真
筆
か
ど
う
か
は
判
断
出
来
な
い
が
、
徳
川
本
の
原
本
の
強
い
影
響

力
を
思
わ
せ
る
。

（
99
）　

五
十
嵐
公
一
「
永
納
作
品
の
制
作
年
代
」（『
塵
界
』
第
一
一
号　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

　

平
成
十
一
年
三
月
三
十
日
）。

（
100
）　

山
下
善
也
「
決
定
版
・
狩
野
派
系
図
」（『
別
冊
太
陽
一
三
一　

狩
野
派
決
定
版
』
平
凡
社

　

平
成
十
六
年
十
月
十
三
日
）。

（
101
）　

前
掲
註（
100
）山
下
氏
論
文
。

（
102
）　
『
大
津
絵
の
世
界
』　

大
津
市
歴
史
博
物
館　

平
成
十
八
年
三
月
四
日
。

（
103
）　

狩
野
探
幽
筆
「
雑
画
巻
」（
大
英
博
物
館
蔵
）中
の
「
五
福
神
図
」
や
『
古
画
備
考
』
に
記

載
さ
れ
る
作
品
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

（
104
）　

前
掲
註（
97
）『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊�

三
〇�

卜
養
狂
歌
絵
巻
』。

（
105
）　
『
松
花
堂
昭
乗
─
茶
湯
の
心
と
筆
墨
─
』　

大
和
文
華
館　

平
成
五
年
十
月
一
日
。

（
106
）　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図�

上
』　

同
朋
舎
出
版　

昭
和
五
十
五
年
五
月
十
五
日
。

（
107
）　
『
障
壁
画
全
集�

西
本
願
寺
』　

美
術
出
版
社　

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
日
。

（
108
）　
『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』　

日
本
経
済
新
聞
社　

平
成
十
四
年
。
同
図
録
の

安
村
敏
信
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
探
幽
以
前
に
虹
を
描
い
た
作
品
は
い
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
。
な
お
、「
戯
画
図
巻
」
も
「
虹
山
水
図
」
も
虹
の
向
か
っ
て
左
端
を
地
面
に

近
づ
け
、
右
端
は
空
中
に
伸
び
消
え
て
い
く
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
図
の
先

例
に
は
、
明
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
海
經
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）の
巻
九
「
第
五
十
一

圖
」
に
掲
げ
ら
れ
る
挿
絵
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
109
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

（
110
）　

小
林
忠
・
榊
原
悟
『
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
十
六
巻　

守
景
・
一
蝶
』　

集
英
社　

昭

和
五
十
三
年
十
月
二
十
五
日
。

（
111
）　
『
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
二
五　

一
蝶
リ
タ
ー
ン
ズ　

元
禄
風
流
子�

英
一
蝶
の
画
業
』　

板

橋
区
立
美
術
館　

平
成
二
十
一
年
九
月
五
日
ほ
か
。

（
112
）　

石
沢
俊
「
南
蛮
人
交
易
図
屏
風
─
探
幽
に
よ
る
南
蛮
屏
風
の
変
容
」（『
神
戸
市
立
博
物
館

研
究
紀
要
』
第
二
七
号　

神
戸
市
立
博
物
館　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
113
）　

前
掲
註（
109
）版
本
。

（
114
）　

武
田
恒
夫
「〈
資
料
紹
介
〉
狩
野
探
幽
筆
「
月
次
風
俗
図
」
模
本
に
つ
い
て
」（『
大
手
前
女

子
大
学
論
集
』
第
二
五
号　

大
手
前
女
子
大
学　

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日
）。
各
月
の
主

題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

正
月
：
千
秋
万
歳
、
二
月
：
念
仏
踊
、
三
月
：
鶏
合
、
四
月
：
夏
安
居
、
五
月
：
尚
武

の
節
供
、
六
月
：
氷
室
の
節
供
、
七
月
：
孟
蘭
盆
会
、
八
月
：
観
月
、
九
月
：
重
陽
の

節
供
、
十
月
：
夷
講
、
十
一
月
：
お
火
焚
、
十
二
月
：
節
季
候

（
115
）　
『
松
平
大
和
守
日
記
』（『
日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成　

第
十
二
巻　

芸
能
記
録（
一
）』　

三

一
書
房　

昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
一
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

同
三
日　

上
野
介
殿
へ
振
舞
ニ
行
、
是
は
祝
儀
也

同
日　

天
満
八
太
夫
来

一
せ
つ
き
や
う
番
組

○
お
く
り　
（
後
略
）

（
116
）　

室
木
弥
太
郎
『
中
世
近
世
日
本
芸
能
史
の
研
究
』　

風
間
書
房　

平
成
四
年
十
二
月
二
十
八

日
。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
九

成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

赴
于
西
川
忠
味
振
舞
也
。（
中
略
）振
舞
以
後
、
赴
四
条
河
原
、
蜘
舞
遂
見
物
也
。

（
120
）　
『
隔
蓂
記　

巻
五
』（
思
文
閣
出
版　

平
成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ

れ
る
。於　

法
皇
御
所
、
術
師
来
、
種
々
之
人
形
之
術
仕
、
其
外
少
年
之
者
羅
漢
跳
仕
也
。

（
蜘
）蛛
舞
・
狂
言
仕
也
。

（
121
）　

楢
崎
宗
重
「
職
人
尽
図
巻
」（『
近
世
風
俗
図
巻　

第
三
巻　

芸
能
・
諸
職
』　

毎
日
新
聞
社

　

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
日
）。

（
122
）　
『
甦
る
絵
巻
・
絵
本　

鎌
倉
英
勝
寺
所
蔵　

大
黒
舞
絵
巻
』　

勉
誠
出
版　

平
成
十
八
年
十

月
二
十
日
。
同
書
の
中
の
木
村
千
鶴
子
「
英
勝
寺
蔵
本　

大
こ
く
ま
ひ
」
に
よ
る
と
、
慶
安

元
年（
一
六
四
九
）以
前
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

（
123
）　

前
掲
註（
102
）『
大
津
絵
の
世
界
』、
作
品
番
号
62
。

（
124
）　

朝
尾
直
弘
「「
身
分
」
社
会
の
理
解
」（『
日
本
歴
史
の
中
の
被
差
別
民
』　

新
人
物
往
来
社

平
成
十
二
年
二
月
、『
朝
尾
直
弘
著
作
集　

第
七
巻
』
再
収　

岩
波
書
店　

平
成
十
六
年
二

月
五
日
）。

（
125
）　

横
田
冬
彦
「
芸
能
・
文
化
と〈
身
分
的
周
縁
〉」（『
シ
リ
ー
ズ　

近
世
の
身
分
的
周
縁
6　

身
分
を
問
い
直
す
』
吉
川
弘
文
館　

平
成
十
二
年
十
一
月
一
日
）。
ま
た
、
朝
倉
治
彦
氏
は
、

本
書
の
特
色
は
巻
三
以
降
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏
「
解
説
」（『
東
洋
文
庫
五
一
九

人
倫
訓
蒙
図
彙
』　

平
凡
社　

平
成
二
年
六
月
二
十
五
日
）。

［
付
記
］　

本
稿
の
執
筆
お
よ
び
写
真
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館�

蟹
沢
真
弓
・
佐
伯
聡
子
氏
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館�

伊
藤
寿
実
氏
、
香
雪
美
術
館�

郷
司

泰
仁
氏
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館�

宮
本
い
づ
み
氏
、
福
岡
市
美
術
館
、
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
相
撲
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
国
立
国
会
図

書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
真
正
極
楽
寺
ほ
か
多
く
の
方
々
に
過
分
た
る
ご
高
配
お
よ
び
ご

教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。�

（
美
術
館　

學
藝
員
）

　

前
掲
註（
115
）『
松
平
大
和
守
日
記
』
に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

八
月
上
旬　

堺
町
番
組
の
覚
、
越
前
屋
喜
右
衛
門
所
よ
り
□
水
長
助
処
迄
、
申
来
趣
江

戸　

筑
後
掾
上
る
り

ゆ
り
若
大
臣　

狂
言　

大
小　

小
ベ
に
や
ち
ほ
□

　

杉
山
丹
後
上
る
り

ひ
し
や
も
ん
の
本
地　

狂
言
替
事
無
之

　
　

外
記
座
上
る
り

北
条
八
代
記

　

源
太
夫
上
る
り

有
時

　

八
太
夫
せ
つ
き
や
う

も
く
れ
ん
記

　

七
太
夫
せ
つ
き
や
う

お
く
り

　

い
に
し
へ
都
伝
内　

日
向
太
夫　
（
後
略
）

（
117
）　

慶
應
義
塾
大
学
蔵
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

堺
町
ふ
き
や
町
の
二
町
は
古
し
へ
よ
り
操
り
見
せ
物
又
は
狂
言
つ
く
し�

あ
る
は
放
下

の
品
玉
綱
切
の
曲
を
業
と
す
る
者
と
も
寄
あ
つ
ま
り�

終
日
の
歓
楽
を
な
す
地
な
り
、

（
118
）　

山
本
武
夫
校
注
『
江
戸
史
料
叢
書　

玉
露
叢�

下
』（
新
人
物
往
来
社　

昭
和
四
十
二
年
九

月
二
十
五
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

一
、
同
十
八
日
に
、
稲
葉
美
濃
守
二
の
丸
に
於
て
、
将
軍
家
へ
御
茶
献
ぜ
ら
る
。
辰
の

下
刻
、
二
の
九
へ
渡
御
。（
略
）巳
の
下
刻
、
御
能
始
ま
る
。（
略
）右
終
て
、
都
右
近
放

下
を
上
覧
、

三
本
松
、
毬
の
曲
、
枕
返
し
、
生
鴨
籠
よ
り
二
つ
出
る
、
山
の
薯
鰻
に
な
る
、
緒

よ
け
の
放
下
、
玉
子
の
曲
、
籠
よ
り
小
鳥
出
る
曲
、
絵
雀
に
成
る
放
下
、

右
畢
り
て
、
申
の
下
刻
還
御
。

（
119
）　

前
掲
註（
60
）岩
橋
氏
単
行
本
、
守
屋
氏
単
行
本
。『
隔
蓂
記　

巻
一
』（
思
文
閣
出
版　

平



金　

鯱　

叢　

書　
第
四
十
四
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
　
編
集

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
　
印
刷
・
発
行

竹
　
　
内
　
　
　
　
　
誠

徳
　
　
川
　
　
義
　
　
崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

制
作
所

〒
605
─

0089
　
京
都
市
東
山
区
元
町
三
五
五

株
式

会
社�

思
文
閣
出
版

電
話
（
533
）
六
八
六
〇
番
（
代
）

印
刷
所

〒
600
─

8805
　
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

株
式
会
社
　
図
書

印
刷　

同
朋
舎

電
話
（
361
）
九
一
二
一
番
（
代
）
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